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まえが き

F手 順製 品については、現在、 メーカ各社か らパ ッケージが提供 されてお り、既 に、

EDI向 け通信手順、 あるいは大量 データのフ ァイル転送用手順 と して、幾つかのユ

ーザで利用 されてお ります。本資料 は、国内 メーカのF手 順の製 品化状況 を調査 した結

果 をまとめた ものです。調査の実施概要 を下記に示 します。

1.調 査対象 メーカF手 順製品サポー ト企業(予 定を含む)

2.調 査 内容

(1)製 品紹介 パ ンフ ・ドキ ュメ ン ト

OS及 びハ ー ドにより異 なる個々のF手 順サポー ト製 品を紹介 した ドキ ュメン ト

(あ るいはパ ンフ レッ ト)の 紹介。

〔主 な紹介項 目〕

・製品名、出荷 時期、価格、製品出荷数(販 売数)

・動作環境(OS、 最低 メモ リサイズ、ハ ー ド機種 、ネ ッ トワー ク条件 など)

・OSI下 位層か ら上位層 までのパ ッケー ジ構造に於 けるF手 順及 びFTAMの 位

置づ け、及 び価格体系

②APlの 紹介

メーカ殿が提供す るF手 順パ ッケー ジとユーザ作成 プ ログラム(UAP)と の イ

ンタフェースの紹介。

〔主 な紹介項 目〕

・FAIの 規定 してい る レベル との違 い

・全銀手順パ ッケー ジで提供 していたAPIと の違い

・仕様言語(C/COBOL/独 自言語など)

(3)全 銀手順か らの移行方法

各社の全銀 パ ッケー ジをF手 順パ ッケー ジに切 り換え る場合のユーザ側が行 う作

業 を中心 に移 行方法 の説明 など。

紹介 内容 に関す る問 い合 わせ ば、製 品提供(予 定)メ ーカ殿 か、下記F手 順事務局 ま

で ご連絡下 さい。
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AOOS-4/XVPCCS∬

企業情報交換(フ ァイル転送)シ ステム

近 年 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 発 達(通 信 回 線 の 高 速 化,低 価 格 化 等)・ に 伴 い 、 コ ン

ピ ュ ー タ 間 で の デ ー タ 交 換 が 急 激 に 発 達 し て き て お り ま す 。 一 方 、 業 務 や ネ ッ トワ

ー ク形 態 に 応 じ た デ ー タ 交 換 を 実 現 す る た め の 各 種 業 界 標 準 や 国 際 標 準 の 転 送 プ ロ

トコ ル の 制 定 に 伴 い 、 こ れ ら を 応 用 し た 「フ ァ イ ル 転 送 シ ス テ ム 」 が 広 く求 め ら れ

て い ま す 。 フ ァ イ ル 転 送 シ ス テ ム は、 ネ ッ トワ ー ク 構 築 の 重 要 な 基 盤 シ ス テ ム と し

て 位 置 づ け ら れ 、 企 業 内 ・企 業 間 を 問 わ ず 必 須 の デ ー タ 交 換 ツ ー ル と な っ て お り ま

す 。rCCSII」 は、 こ れ ら の 各 種 標 準 プ ロ ト コ ル に 従 い 、ACOS-4ホ ス ト上

で デ ー タ交 換 を 行 う プ ロ ダ ク ト と し て 、 多 数 の お 客 様 に 御 利 用 い た だ い て お り ま す 。

CC5∬ の 概 要

ユーサ.APフ ●ロク・ラム
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吉 村 阻(直 通)03-5569-3219(内 線)8-141-2310

美 門 凪(直1)03-5569-3221(内 線)8-141-2314
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'～ ご ～ ま し た.よ な お の 々 な'み を るrcCSZτ の 主 な サ ー

どス を ご招 い た し ま す

一]、.'
◎ 転 送 要 求 等 の 各 種 要 求 は、 随 時 受 付 け 可 能 で す.

◎ 受 付 け た 転 送 要 求 は、 キ ュ ー イ ン グ し て 、 順 次 実 行 し ま す.

◎ 転 送 は 、 発 信,着 信 ど ち ら で も 可 能 で す.

(発 信 送 信,発 信 受 信,着 信 送 信,着 信 受 信)

◎ 転 送 に 関 す る 各 種 の サ ー ビ ス が あ り ま す.

・複 数 の フ ァ イ ル を 一 括 し て 転 送(マ ル チ フ ァ イ ル 転 送)

⇔デ ー タ の ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト(透 過)な 転 送 ㎡

・デ 「 タ の 圧 縮

・二 重 転 送 の チ ェ ッ ク

・転 送 の キ ャ ン セ ル

・ フ ァ イ ル コ ー ドの サ イ ク ル 番 号 自 動 付 加 、

・ゼ ロ 件 デ ー タ の 転 送

・複 数 の 相 手 と 同 時 に 転 送'

・ フ ァ イ ル パ ス ワ ー ド等 、 手 順 に よ る 規 定 に 従 い チ ェ ッ ク

◎ 転 送 相 手 の 登 録 数 に 制 限 は あ り ま せ ん(賄 転送数目1搬 が劫 ます).

◎ 転 送 で き る フ ァ イ ル は、 次 の も の で す(手 駅 劫 獺 され碍 合が劫 ます)

・ レ コ ー-bド長 は、 最 大32KBま で 可 能 .

・ レ コ ー ド形 式 は、 固 定 長,可 変 長,不 定 長 形 式 に 対 応

・ レ コ ー ド数 は、2**24-1レ コ ・一..ドま で 可 能

度 援 サ ー ビス1

◎ 種 々 の 状 態 監 視 が 可 能 で す(転 送 状 態,キ ェーイング 状 態,VT状 態).

◎ 転 送 の 履 歴 を 収 集 す る た め に 、 ロ グ 取 得 を 行 い ま す.

CCS∬ は こ の に も'の よ な サ ー ど ス を え で お ま・ またC

csuと し で ざ ら'ご の か い の サ ー ど ス え て お ま.

腰 張 サ ー ゼ ス1

◎ 転 送 終 了 を 契 機 と し た お 客 様 の 業 務(フ'ロ グ ラム)と の 連 携 が 、 可 能 で す.
ピ

・各 種 の イ ベ ン ト通 知

・転 送 終 了 後 の ユ ー ザ 指 定 ジ ョ ブ の 起 動

◎ 障 害 等 に 備 え て 、 種 々 の 再 送,再 試 行 を 行 い ま す.

・ 自 動 再 送/手 動 再 送 選 択

・ マ ル チ フ ァ イ ル 転 送 で の 再 送

・接 続 失 敗 の リ ト ラ イ

・再 立 上 げ 時 の 自 動 転 送 再 開 ・

・障 害 時 の 自 動 再 試 行

◎ 使 用 す る フ ァ イ ル に も、 便 利 な サ ー ビ ス が あ り ま す.

・ お 客 様 の フ ァ イ ル を 直 接 ア グ セ ス し ま .す(転 送用ファイルは不要です)・

・受 信 フ ァ イ ル へ の 書 出 方 法 も 選 択 で き ま す(訓 方法でテ㌧ タの囎 防止も可能です)

◎'お 客 様 の 業 務(フ'ロ グ ラム)か ら..直 接 にccsllを 制 御 す る た め のAPI(ア ブ'リ

ケーションインタフェース)を 用 意 し て い 、ま す.,'、 、 、
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疵 プ ア イ ノレ転 送 く00S∬)

ピ ⇔ 」ネ ス を 支 え るi基 盤 シ ス ラ』ム と し'=ζ 、

プ ァ イ ル 転 送 シ ス テ ム ぱ 必 須 で す

こんなことで悩んでいませんか?

◆Ek－ だ 、 ルfTや フ ロ ッ と.一 を 郵 送(2璽 送)し で い ま せ ノレZうA9

→ccsnを 導 入 す れ ば 、 即 時 に 送 り た い 相 手 に デ ーータ を 転 送 で き ま す.

◆ ま だ 、 自 前 の プ ロ グ ラ ム で フ ァイ ル 転 送 し て い ま せ ん か?

→ 今 後 デ ー タ 交 換 は、 ま す ま す オ ー プ ン 化 さ れ、 種 々 の 手 順 を 要 求 さ れ ま す.

そ の 度 に 自 前 で 作 成 し て い た の で は、 プ ロ グ ラ ム 資 産 の 増 大 や 保 守 工 数 の

増 大 を 招 き ま す.CCSIIな ら ば 、 現 状 の 主 要 な 手 順 に つ い て サ ポ ー ト し

て お り ま す 、 ま た、 今 後 の 主 要 な 新 手 順 に つ い て も 拡 張 し て い き ま す.

◆ 夜 間 の オ ペ レ ー シ ョ ン を,無 ぐ した い と 思 い ま せ ん か?

◆ 夜 間「に 到 着 す る デ ー タ を 無 λ で処 理 し で お き た い と思 い ま せ ん か9

◆ 翌 朝 一 番 に デ ー タ を ア ク セ ス す る た め に、 夜 中 の う ち に 加 工 し て お き た い と 思 い

ま ぜ ん か?

→ccsllを 導 入 す れ ば 、 相 手 か ら の デ ー タ 交 換 要 求 に 応 じ て デ ー タ交 換 を

行 い、 デ ー タ 到 着 後 に 自 動 的 に 加 工 用 ジ ロ ブ の 実 行 が 可 能 で す.従 っ て 、

夜 間 の オ ペ レ ー シ 宮 ン は 必 要 あ り ま せ ん 」

◆ デ ー タ交 換 の 操 作 を オ ペ レ ー タ に す べ て を ま か せ て は い ま せ ん か?

→ccsnとEDIMNG/TLと 連 携 す る こ と に よ り、 発 信 要 求 に つk、 て

も 簡 単 に 自 動 化 す る こ と が で き ま す.

お 客 様 の 運 用 を 支 援 す る 当 社 の 種 々 の プ ロ ダ ク ト群 と連 携 す れ ば 、 さ ら に

複 雑 な 運 用 も 構 築 可 能 で す.

◆ 手 順 の選 択 に お 困 ク で は あ ク ま ぜ ん か9

◆ デ ー タ 転 送 と い っ で も街 々 の プ ロ ダ ク トが あ ク、

そ の 選 択 に お 困 ク で は あ ク ま せ ん か?

や ク た い こ と に 何 が 最 適 な の か 、

→ccsnで は 、 主 要 な 転 送 手 順 に は 全 て 対 応 し て い ま す の で 、 種 々 の 選 択

条 件 に 対 応 可 能 で す.ま た、 選 択 時 の 相 談 に も 対 応 い た し ま す.
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表,3 OS別 手順対応プロダクトー・覧

OS名

1
手 順4 全館 JCλ

、

FTAM F手順 H手原 FTF 全鯉

BSC ,OSI
.

DINA製 品名

AqOS-4

/XVP

CCSHZBSC』 ◎ ◎

CCSH/OSI ◎ ◎

ccsn/HPR注 ① ◎ 注②

CCSII/DINA ◎ ◎ 注③
'

ACOS-2

/EVP

CCS ◎ ◎

'

◎ 注③

ccsH/OSI ◎ ◎

CCS】[1/HPR注 ④ ◎ 注②

ACOSFT ◎

.A-VXH

⊥

ファイル転送フ'ロ ク◆、ラム(全 銀手原) ◎ 注⑤ ◎ 注⑥

集配信ホストシステム(全銀手順) ◎ 注⑤

ファイル転送フ'ロ ク'ラ ム(JCA手 順) ◎ 注⑦

集配信ホストシステム(JCA手 順)
〔

、

◎ 注⑦

ファイル転送フ'ロ ク.ラ ム(F手 順)注 ④ △ ◎

集配信ホストシステム(F手順)注 ④ △ ◎

ファイル転送フ●ロク・ラム(H手 順)注 ① ◎ 注⑧ 1

集配信ホストシステム(H手順)
ピ'

㍉

、◎ 注⑧

A-VX5 CCSH
一

◎ 注⑨

手脚 み対応 △ △ △ △
.

EWS-UX

UP-UX
EBFτ .◎

JCAFT ◎ 、

FTAM

コ

○ 注⑩ 悟

CCSII/HPR注 ④ ◎ 注②
「

ACOSFTl ○ ・

注①94/6リ リース予定

②当面rP
、1、」のみサボ'一 ト予定"

③BsSctuの 流用でPt'定'e能

④賎 計酔

⑤上段はrCALLING」,下 段はrCALLED」

⑥BSC5と 同一で対ACOS用,rCALLING」 のみ

⑦上段は「焙来援能」,下段はrホ スト機能」

⑧上段はrP7ク ライアント」,下 段はrPl,P7サ ーバ'」

注⑨対ACOS用 で,rCALLIN(i」 の'み

⑩UP-UXの みサボ'一 ト

㈱ 記量のガ ◎ 麟 、.,、
○ コマント◆対応'

△ 手助 応

②H手原は、rJCA-H手 順」と呼ぶことがある

③DINA版 金叡脇手煩は、rCCS手 原」と呼ぶことがある

④rJCAFT」 はEWS-UXの 呼称であり、UP-UXで はrJCFT」 という
一4一



CCS17の 製 品 価 格 は、 表.2の 翅 ク で す。

表,2ACOS-4/XVPCCSII価 格一覧表

製 品 名 u型 番 xx=10 20 30 40 50

CCSH/DINA U46133-Ol-Gxx

37 57 70 79 85

1,781 2,722 3,360 3,797 4,099

ccsn/OSI U46134-01-Gxx

53 81 100 113 122

2,544 3,888 4,800 5,424 5,856

CCSH/BSC U46135-Ol-Gxx

42 65 80 90 98

2,035 3,110 3,840 4,339 4,685

ccsn/HPR U46148-01-Gxx

53 81 100 113 122

2,544 3,888 4,800 5,424 5,856

備考 単位:千円

上段:月払使用H

下段:一括払使用H

CCSIIの は .1に る よ な ソ フ ト ウ ェ ア を'と し ま

[FTAM－][三 コ一

図,1CCSIIの 動作環境

ま「たACOS-4CCSZ7と

FNP

ロ なOSロ び

(ATAMEの 目合、必要)

は.3の一 一5一



COS∬ で は、 以 下 の 転 送 順 を サ ポ ー ト し τ い ま す.

◇FTF手 順

◇JC.4手 順

◇ 全 銀 協 手順

(NEC社 内損準)

(取 引先テ◆一夕交換標準通信制卿手顧)

(全 銀笛標準通信フ'ロ トコルーへ◎一シック手順一)

◇ 全 銀 パ ソ コ ン 手 順(全 鯉 ハ㌧ ソ翔 コンヒ'エー螺 準鵡 フ'ロトコルーペ ニシック手順一)

◇FTA、M手 順

◇F手 順

◇H手 順

ccs∬ が ・

(OSIフ ァイル転送手順)

(‖本情報処理開発口会[JIPDEC]産 業情報化擢進センター標準)

(流 通シヌテム開発センター損準)

・
、ロ 砦 な 送 と 遍1 ロ は 一1の 通 で ゴ

表,1ACOS-4CCSH手 順別対応回線

通信稲 転送手順

専服 公衆随 DDX` INS

PVC

$

VC 回徽 換 PVC VC 国鮫 換

BSC 全銀 ▲ ◎ ◎ ▲

JCA ▲ ◎ ◎ ▲

OSI FTAM ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

F手原 ・b ◎ ◎ ◎ ◎

H手順 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

DINA FTF ◎ ◎ ◎
'◎

◎ ◎

全銀 △ △ △ △
、

△ △

備考① 記号の鰍 ◎ 正式対応

▲ 規定外の日銀種現であるが、限定対応

・△ 規定外の通信手順であるが、限定対応

こ の 惣 に もCC5∬ と'の 口 速

② 対応す碩 儒 理lt、MCS-H,ATAMHで ある

回 や
ロ

やkを'る こ と カrで き ま「.

ロ を 遅「 す る こ と に

よ よ 一 の!

・EDITRL/C∬1(CII標 準 ト ラ ン ス レ ー タ)

・EDIMNG/TL(業 務 処 理 連 携 シ ス テ ム)

・FIPS-XE(業 務 運 用 支 援 シ ス テ ム)

・EDIM/VG/SC(業 務 処 理 連 携 ス ケ ジ ュ ー ル シ ス テ ム)

【製 品 間 連 携 の 例 】"
:

①受信イベ ント通知要求

②転送[受 信]の 実行

③館 した事をイへ'ン トで通知

④ClIト ランスい タを起動t⑤CII標 準形式をユ
ーサ'独 自形

`⑥ ユーサ'AP起 動

⑦ユーザAP実 行(ユ ーザ ファ

← ②

鯉
EDIMNG/TL

①→

豆
打溺

へ

灘 日露 受荷灘
← ③

⑥ ④

ユーザAP EDITRL/CIl

'、〆'賦'耗 鷲'～ ルぷ 七

一

‖'

/
'
ノVETWORκ

⑦i'、 、i・ ⑤i

'

`

LO-… 」L-一 一 〔〕 … 一一」
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株式会社 日立製作所





F手 順製品紹介(日 立)

1.製 品紹 介

(1)ホ ス トコ ン ピュ ー タ、Mシ リーズ 、VOS3(大 型OS)

・製 品名:VOS3XFIT/OSI-F(標 準 プ ロフ ィル を サ ポ ー ト)

・出荷 時期:H5/11(済 み)・ 出荷 数:若 干 数

・製 品体 系:VOS3XFIT*(本 体)に 対 す る付 加 プ ロダ ク トの位 置付 け一－FTAMは 、 本 体 に

含 まれ て い る。 ま た 、下 位 層 は、 別途 、 通 信 制御 プ ログ ラ ムで カバ ー。

・価 格:32K¥/月 ～179K¥/月

(2)ホ ス トコ ン ピュ ー タ、Mシ リー ズ、VOS1/ES2(中 型OS)

・製 品 名:VOS1/ES2XFIT/FTAM(標 準 プ ロフ ィル を サ ポ ー ト)

・出荷 時 期:H7/3

・製 品 体 系:VOS1/ES2XFIT(本 体)に 対 す る付加 プ ロダ ク トの 位置 付 け一一但 し、FTAM

も付加 プ ロダ ク トに含 ま れ る。 また 、下 位 層 は、別 途 、 通信 制 御 プ ロ グ ラム で カバ ー。

・価 格:30K¥/月 ～120K¥/月 ・最低 メモ リサ イズ:1 .5MB

(3)ワ ー クステ ー シ ョン、 オ フ コ ン

・FTAMま で は、 サ ポ ー ト済 み。F手 順 サ ポ ー ト時 期 に つ い て は未 定。

(4)ノ£ソ コ ン

・流通 プ ロダ ク トの適 用 を検 討 中。

2.API紹 介

・製品 の 提 供形 態 は、全 て をパ ッケ ー ジ化 して 提 供 。 エ ン ドユ ーザ との イ ンタ フ ェー ス

は、JCLのSYSIN制 御 文 や 、 コ ンソー ル また は、 端 末 か ら投 入 す る コマ ン ド。

・全 銀 手 順パ ッケ ー ジで提 供 して い たエ ン ドユ ーザ イ ンタ フ ェー ス と同一 方 式 。

・VOS3XFITで のAPIに っ いて は以下 の マニ ュア ル に記 述 。

rプログラムプロダクトVOS3統 合 型 ファイル伝 送プログラムXFIT解 説 』

資料 番 号:6180-6-241-30(平 成5年7月 発 行)

最 新版 は、6180-6-241-40(平 成6年3月 発 行)

3.全 銀 手 順 か らの移 行

・ネ ッ トワー ク環 境 を 変 更(BSC⇒OSI)一 一八一ドウェァ、ソフトウェア(主に 、通 信 制 御 プログラム

動 作 環境 の 定 義)環 境 の変 更 等 。

・ファイル転 送 パヲケージ動 作 環 境 の 変 更 一一付加 プロダクトの組 込 み 。JCLのSYSIN制 御 文 の 変 更 等 。

***な お 、業 務 ア プ リケ ー シ ョンと フ ァイル 転 送 パ ッケ ー ジ との イ ンタ フ ェ ース は、

フ ァイ ル で あ るた め 、移 行 に伴 う、業 務 ア プ リケ ー シ ョン等 の 変更 は不 要 。

*(注);XFIT(EXtended旦1e1ransmissionProgram):統 合 型 フ ァイル伝 送 プ ロ グ ラム
。

J手 順 、 全 銀 手 順 等 複 数 の 手 順 を統 合 して サ ポ ー トして い る。

一 以 上 一
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嗣 SYSIN制 御文例・(相手局 を定義す るもの)

以 下 に 、 全 銀 協 手 順 の 場 合 と、F手 順(OSI-F手 順 と表 現)の 場 合 の

制 御 文 の 一 例 を 示 す ・ … 製 品 の・二・アルよ り抜 粋 レ た も の ・ 、

{「

14.運 用支援 用制 御文

℃ATLG文.,

●ZGN手 順 の場 合

△t回ATLG△1回TYPE=

(②GN〔rr{麗}〔 ・回 ・DATE)T
.〕)

,匝IRMNL[画=相 手 局ID

唖 … 叫d黙Dト 相手セ〃確認コニ・

〔,当 方 セ ン タ 確 認 コ ー ド 〕)

〔・91]$sss・ 。、一(〔{i…}〕 ・パス ・・一 ド1・

〔・〔〔{隻}〕 一 ス ・一 ・・

〔・〔〔{1}〕'パ ス・一 ・・t)

〔・〔〔{:レ パス・一 … 〕〕〕〕)

●OSl-F手 順 の場 合

△1回ATLG△1[eヨTYPE==

(回SI〔 ・{器 〔・回 ・DATE〕 〕)

[画0匠]COL=[]ES

MRMNL[工 回=相 手局ID

図ODE図AME=相 手局ノー ド名

一{;黙,}〕

〔一 国… 竃
,㊥}〕 ・
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三菱オ フィスサ ーバ システムMELCOM80

DPSlOF手 順 シ ス テ ム

■ 「DPS10F手 順 シス テ ム 」 の 御 紹 介

F手 順 は 、 企 業 間 で のEDI処 理 の 普 及 に

伴 っ て 必 須 とな る、 異 機 種 コ ン ピ ュ ー タ接 続

に よ る フ ァ イ ル 転 送 を実 現 す る も の と して 、

OSIのFTAMを ベ ー ス に標 準 化 され た新

しい 通 信 手 順 で す 。
「DPS10F手 順 シ ス テ ム 」 は 、 こ の 新 しい

通 信 手 順 を 当 社 オ フ ィス サ ー バ シ ス テ ムME

LCOM80で 利 用 で き る よ う に した 製 品 で

す。

■ 「Dps10F手 順 シ ステ ム 」 の 特 長

(1)「 標 準 プ ロ フ ィル 」 準 拠

F手 順 に は 基 本 転 送 機 能 の 他 に 、 運 用 機

能,セ キ ュ リテ ィ機 能,障 害 管 理 機 能 な どが

あ リ、 接 続 相 手 と の連 携 が 必 要 な 処 理 機 能 を
「標 準 機 能 」(実 装 必 須) 、 ロ ー カ ル な処 理

機 能 を 「オ プ シ ョ ン 」 と し た 実 装 要 求 仕 様
「標 準 プ ロ フ ィ ル 」 が 定 め ら れ て い ま す 。
「DPS10F手 順 シ ス テ ム 」 は、 この 「標 準 プ

ロ フ ィ ル 」 を 完 全 に カ バ ー す る と と も に 、

「オ プ シ ョ ン 」 機 能 に つ い て も そ の ほ とん ど

をサ ポ ー ト して い ま す 。

(2)簡 易 な シス テ ム 生 成

F手 順 シ ス テ ム の 定 義 情 報 を あ らか じめP

CL(プ ロ グ ラ ム ・コ ン トロ ー ル言 語)で 作

成 し、 簡 易 に シ ス テ ム 生 成 を行 う こ と が で き

ます 。

(3)ユ ー ザ 業 務 に 即 した シ ステ ム構 築
ユ ーザ ・イ ン タ フ ェ ー ス と して 、 操 作 コマ

ン ドと、COBOL等 の 高 位 言 語 の た め の イ

ン タ フ ェ ー ス ・ラ イ ブ ラ リ を 用 意 して い ま

す 。 操 作 コマ ン ドで カ タ ロ グ ド ・プ ロ シ ジ ャ

を作 成 した リ、 ラ イ ブ ラ リで ア プ リケ ー シ ョ

ン ・プ ロ グ ラ ム を作 成 して、 ユ ーザ 業 務 に 即

した シス テ ム の 構 築 が 可 能 で す 。

(4)転 送 処 理 履 歴,シ ス テ ム ロ グ の 出 力

時 刻 指 定,フ ァ イ ル 指 定 な ど、 様 々 な 条 件

を指 定 して 、 転 送 処 理 履 歴 や シ ス テ ム ロ グの

情 報 を編 集 表 示,印 字 す る こ と が で き 、 シ ス

テ ム の 運 用,管 理 に 役 立 ち ます 。

お 問 い合 わ せ 先

三 菱 電 機(株)情 報 シス テ ム製 作 所

シ ステ ム 営 業 第 四 課

〒247神 奈 川 県 鎌 倉 市 上 町 屋325

TEL:0467-46-6340FAX:0467-44-6397

三菱 オ フ ィスサ ーバ システ ムMELCOM80

定義鰭 縫縮情報.lii嬬蹴ii●: , ・ 一 一..,

ネ

ツ

ト

ワ

1

ク
■

シ
ス

テ

ム
・ ・,.・ 今

⇔
‡

秦翻 タブ ロ

FTAM

システム

OSI

システム

iii‖燃 遅i…i
:D:PS:i:0:

'義

…

一
i静聴

類 アプ リ

'「 、

ISDNハ ・ケット,ISDN回 線交換,

DDXが ケット,専 服,

CSHA/CD方 式LAN

;…i孝i鷺…i㌘i咳ii、

、 ノ

＼ ノ
Y

(注)別製品………媒 …顯 頴 ………………}・

/

・S(DPS1・)/ 蝕F手順サホ㌧ ト製品

⇔
ファイル縦

は、「DPS10

7∠
, ▼

'、

国
ノ

印字

乙
○
転送処理羅,

システムログー
[至三三三三…lF手 暇システム」を示します。

、
/＼,

三 菱.電機株式会 社 情報 システム製 作所 1994年9月 作 成
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「DPSlOF手 順 シス テ ム 」 補 足 資 料

〉

製 品名,出 荷時期,価 格,製 品 出荷数(販 売数)

製 品 名 ビ

出 荷 時 期:

価 格:〃

DPSlOF手 順 シ ス'テ ム'『""'"

H5.11月(リ リ ー ス 中)

2'40,000円(以 下 製 品 と の 合 計:890,000円) .

※ 以 下 の ソ フ ト ウ ェ ア,ハ ー ド ウ ェ ア 製 品 の 導 入 が 合 わ せ て 必 要

[導 入 が 必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア]

DPSIOOASP/OSSP

DPS10 .FTAM-M80

[導 入 が 必 要 な ハ ー ドウ ェ ア]

円OO

売

0

販ト

0

ツ

5

セ

2]
通信制御 装置(ISDN網 接 続の場合)

製 品 出荷数(販 売数)

ISDN通 信 制御処理装 置

:販 売実績 無 し

400,000円

動 作 環 境

適 用 機 種:

OS:.

最 小 メ モ リサ イ ズ:

適用 回線:

三 菱 オ フ ィス サ ー バ.シ ステ ムME 、LCOM80
DPSlO

12M(OS込 み)

ISDN網(パ ケ ッ ト交 換,回 線 交 換)

専 用 線

X.25パ ケ ッ ト交 換 網

CSMA/CD方 式LAN

F手 順及 びFTAMの 位 置付 け

EDI通 信基盤 DPS10H手 順システム

応 用

r'''''"一'

lACSE
l

プレゼンテーション層

セション層

トランスポート層

ネットワーク層

データリン媚

甲

鍵層

DPS100ASP/OSSPシ ステム

通韻 糠置

適用 線 ISDN網(バ ケット交換,回

線交換),専 用日,X.25バ ・

ケット交換網

LAN,,.直

(CSMA/CD)

一10一



「DpslOF手 順 シス テ ム 」 のAPI

FAIの 規 定 して い る レベ ル との 違 い

「DPS10F手 順 シ ス テ ム 」 は、UPI,HIレ ベ ル をAPIと して 提 供 す る。

※UPI,HIに っ いて は 、F手 順 論 理 構 造 参 照

全 銀 手 順 パ ッケ ー ジで 提 供 して い たAPIと の違 い

APIは 全 銀 手 順 パ ッケ ー ジ と異 な る。・

使 用 言 語

COBOLと 独 自言 語(プ ロ グ レスH)

添 付 資 料

資 料1フ ァイ ル 転 送 基 本 機 能 の シス テ ム 生 成 と操 作 運 用(1.

資 料2シ ス テ ム 生 成(2.

資 料3操 作 コマ ン ド(3.

資 料4ア プ リケ ー シ ョ ン ・ラ イ ブ ラ リ(4.

資 料5編 集 ユ ー テ ィ リテ ィ(5.

資 料6全 銀 手 順 パ ッケ ー ジのAPI(6.

1～1.4)

1～2.8)

1～3.10)

1～4.4)

1～5.7)

1)

ヒュ ー マ ンプ ロセ ス

HI

UAP

ユ ーザ 固 有 プ ロ セ ス

UPI

'ii塁i蒙i騨i蓑i灘嚢i翼iii

FAI ii転送i制.痴 情報 …i

FTAMア クセスインタフェース

FTAM/OSI

F手 順論理構造(破 線部 はF手 順 の規 定範囲)

一11一



「DPS10F手 順 システ ム」全 銀手 順 か らの移行 方法

項 目 全銀手順 F手 順 移行時の考慮事項

物理回線 専用線 専用線 電話回線,DDX回 線交

電話回線 ISDN回 線 交換 換 を利 用 して いる場合 、

DDX回 線交換 ISDNパ ケ ッ ト 他の回線への移行が必要

ISDN回 線交 換 X.25パ ケ ッ ト

LAN

通信手順 ベー シッ ク手順 OSI手 順 新規に定義

ファイル転送手 全銀手順 FTAM 新規に定義

順 ・通信制 御 F手 順

・フ ァイル制御

転送実行 操作コマ ン ド 操作 コマ ン ド F手 順のAPIに 移行

業務カタプロ 業務カタプロ

業務アプ リ組込み

ト ラ ン ス レ ー タ EIAJト ラ ン ス レ ー タ CIIト ラ ン ス レ ー タ EIAJト ラ ン ス レ ー タ

CIIト ラ ン ス レ ー タ はCIIト ラ ンス レー タ

に移行が必要 となる。

CIIト ランス レー タ を

使用 している場合は、F

手順 ファイル形式 を指定

す る 。

ファイル形式 全銀パッケージ仕様 固定長 レコー ド形式 トラ ンス レータ を使 用せ

非構造ファイル形式 ず、業務アプリが直接転

送 フ ァイ ル をア クセス し
《

てい る場合 、 フ ァイルの

アクセスで業務アプリの

改修が必要 となる。

し

一12一



資料1

表3.1F手 順 の 機 能項 目 とDPS10F手 順 システ ムの サ ポ ー ト ・レベ ル ・

機 能 サ ポー ト ・レベ ル

関連項番
分 類 項 目

標 準

プ ロフ ィル

縮小

プ ロフィル

DPS10

F手 順 システム

FTAM基 本機能 起動側機能 ◎ ◎ ○

3.1応答側機能 ◎ ○(*) ○

データ圧縮
`

○ ○ 一

転送管理 ファイル転送基本機能 ◎ ◎ ○ 3.2.1

マルチ ・フ ァイル転送 ◎ ○ ○ 32.2

代表名 によるフ ァイル読出 し ◎ ○ ○ 3.23

ゼ ロ件 データ転送 ◎ ○ ○ 3.2.4

データ転送の強制中断 ◎ ○ ○ 3.2.5

運用管理 サイクル管理 ◎ ○ ○ 3.3.1

二重交換防止 ◎ ◎ ○ 3.3.2

転送許可時間 ◎ ○ ○ 3.3.3

送信 ・受信 フ ァイル状況確認 ◎ ○(*) ○ 3.3.4

転送状況問合わせ ◎ ○ ○ 3.3.5

・

処理履歴管理 ◎ ○ ○ 3.3.6

送信時の自動取上げ ○ ○ ○ 3.3.7

受信時の ジョブ連動 ○ ○ △(応 答側 だけ) 3.3.8

転送終了後のファイル処理連動 ○ ○ △(応 答側 だけ) 3.3.9

端末からの制御 ○ ○ ○ 3.3.10

プライオ リテ ィ制御 ○ ○ ○ 3.3.11

セ キ ュ リテ ィ 起動側識別 ◎ ◎ ○ 3.4.1

応答側識別 ◎ ◎ ○ 3.4.2

起動者の認証 ◎ ◎ ○ 3.4.3

ア クセス制御 ◎ ◎ △(起 動側 だけ) 3.4.4

セ キ ュ リテ ィ ロ グ ○ ○ ○ 3.4.5

障害管理 ファイル成立管理 ◎ ◎ ○ 3.5.1

障害処理 ◎ ◎ ○ 3.5.2

再送処理 ◎ ◎ ○ 3.5.3

障害状態問合わせ ○ ○ ○ 3.5.4

◎:必 須,○:オ プ シ ョ ン

(*):原 則 サ ポ ー ト

※大枠の中

(:::㌫ 「:未サポート)

一13一



3.2転 送 管 理

3.2.1フ ナ イ ル転 送 基 本 機 能

(1)機 能
'
DPS10F手 順システムでは,次 の転送形態でファイル転送を行うことができます.

①起動側送信一応答側受信(図3.1)

②起動側受信一応答側送信(図3.2)

転送要求時には,対 象ファイルのファイル状態を転送可能な状態にあらかじめ設定 しておく

必要があります.転 送要求とファイル状態の関係を表3.2に 示 します.基 本的に,対 象ファ

イルの状態を 「送信準備完了」あるいは 「受信準備完了」にして,フ ァイル転送を起動する

必要があります.←

その他,シ ステム生成で仮想ファイルに割 り付けられたデータ管理のファイル ・パス名(実

ファイル名)を 仮想ファイル名よりJCLや アプリケーション・プログラムで参照できる機能

があります.こ の機能によって,実 ファイル名を意識せずに,JCLや アプ リケーション・プ

ログラムを作成することができます.'

起動側

転送要求一

フ ァイル転送

応答側

図3.1起 動側送信一応答側受信機能

起動側

転送要求一

ファイル転送

応答側

図3.2起 動側受信一応答側送信機能
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表3.2転 送要求とファイル状態の関係

種 別 送 信 フ ァ イ ル 受 信 フ ァ イ ル

フ
ァ

イ
ル
状
態

、

状
態

送信

準備

完
了

デ

竃
信中

警碁

畠

了
タ
送信

済

受

肩
蓬 苧

デ

↓
受信

中

了
夕
受
信
済

起動側 × ○ × ※2 ※1 × ○ × ※1

応答側 × ○ × ○ ※1 × ○ × ※1

○:受 付け,×:拒 否

※1二 重交換許可 を指定 した場合は受 付 け(⇒3.3.2二 重交換防止)

※2転 送時 に再送を指定 した場合は受付 け(⇒3.5.3再 送処理)

(2)シ ステム生成

DPS10F手 順システムのシステム生成では,(1)で 示した転送形態に関し,次 の定義をあ

らかじめ行うことができます.

(a)送 信/受 信種別(仮 想ファイル毎)

仮想ファイルごとに,送 信/受 信区別のどちらかを指定 します.同 じ仮想ファイルで送

信 も受信も行 うことはできません.

(⇒4.2.5F手 順定義PCL詳 細(2)仮 想ファイル情報の定義のSRMODEパ ラメータ)

(b)起 動/応 答種別(リ ンク識別子毎)

リンク識別子に対 し,起 動側 としての定義と応答側 としての定義を別々に設定できま

す.起 動側あるいは応答側の定義を省略することによって,起 動側だけでの運用,あ る

いは,応 答側だけでの運用を リンク識別ごとに選択できます.ま た,起 動側と応答側両

方での運用もできます.

(⇒4.2.5F手 順定義PCL詳 細(1)コ ンピュータ接続情報の定義)

(c)応 答側ファイル ・アクセス許可(仮 想ファイル毎)

起動側か らの転送要求を応答側として許可するかどうか,応 答側で仮想ファイルごとに

指定することができます.

(⇒4.2.5F手 順定義PCL詳 細(2)仮 想ファイル情報の定義のPACTパ ラメータ)

(d)転 送要求情報

転送要求時に指定するリンク識別子名と仮想ファイル名を,シ ステム生成時の定義であ

らか じめ登録することができます,そ の定義情報を転送要求情報 といい,そ の転送要求

情報の転送要求単位につける識別子を転送識別子といいます.フ ァイル転送を起動する

ときは,転 送識別子を指定することができます.

一つの転送識別子には,一 つのリンク識別子 とその リンク識別子に帰属する1～10個 の

仮想ファイルが定義されます.2個 以上の仮想ファイルが定義された転送識別子を指定

してファイル転送を起動 した場合は,マ ルチ・ファイル転送(「3.2.2マ ルチ・ファイル

転送」を参照)が 実行されます.

(⇒4.2.5F手 順定義PCL詳 細(3)転 送要求情報の定義)
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(3)運 用

F手 順 ユ ーテ ィ リテ ィ ・コマ ン ド(F手 順 コマ ン ド)やF手 順 ユ ーザ 支援 ライ ブ ラ リ(F手 順

ライ ブ ラ リ)で 転 送 を 行 う ことが で きま す.ま た,仮 想 フ ァイル名 か ら実 フ ァイ ル名 の参 照

が 行え ます.

・(a)フ ァイ ル状態 の参 照

F手 順 コマ ン ドlFPFILコ マ ン ド(⇒5.1.1フ ァイル 状態 管 理)

F手 順 ライ ブ ラ リ:$#FPSF(⇒5.2.12フ ァイル 状態 の取 得)

(b)フ ァイ ル状 態 の変 更

F手 順 コ マ ン ド:FPFILコ マ ン ド(⇒5.1.1フ ァイル 状態 管 理)

F手 順 ラ イブ ラ リ:$#FPST(⇒5.2.6フ ァイ ル状 態 の 設定)

(c)フ ァイ ル転 送 の要 求

F手 順 コ マ ン ド:FPTRNコ マ ン ド(⇒5.1.2・ 転送 要 求)

F手 順 ラ イブ ラ リ:$#FPTR(⇒5.2.1転 送 要 求)

(d)実 フ ァイル 名 の参 照

F手 順 コマ ン ド:FPNAMコ マ ン ド(⇒5.1.12実 フ ァイ ル名 参照)

F手 順 ラ イブ ラ リ:$#FPVR(⇒5.2.13実 フ ァイル 名参 照)

3.2.2マ ル チ ・フ ァ イ ル 転 送

(1)機 能

1回の転送要求で複数のファイル転送(最 大10個)を 実行できる機能です.複 数のファイル

を別々に転送要求する場合とは異なり,フ ァイル転送ごとに相手先との接続処理を行わず,

最初に接続処理を行った後はすべてのファイル転送が完了するまで相手先との接続を確保 し

ます.そ のため,効 率のよいファイル転送が可能となります.

その他t基 本的なファイル転送機能に関しては,「3.2.1フ ァイル転送基本機能」と同 じで

'す .

(2)シ ステ ム生 成

「3.2.1フ ァイ ル転 送基 本 機 能 」 を参 照 して くだ さ い.'

(3)運 用

「3.2.1 ファイル転送基本機能」を参照してください.

3.2.3
・代 表 名 に よ る フ ァイ ル読 出 し'

(1)機 能

ファイル名にサイクルIDを もっ仮想ファイルに対 して,転 送要求の起動側がファイル受信

を行う場合,代 表名によるファイル読出しを行 うことができます.転 送要求時にサイクルID

を指定せずファイルIDだ け(代 表名と呼ぶ)を 指定 して,サ イクル① をシステムに自動選択

させる機能です.

システムは次の条件でサイクルIDを 自動選択します.
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資料2

4.2F手 順 シ ス テム 定義 プ ログ ラム(FPGEN)

4.2.1FPGENの 概 要

F手 順 システ ムを動 か す た めの定 義 フ ァイル はF手 順 シス テ ム定義 プ ロ グラ ム(FPGEN)で 生 成

しま す.ネ ッ トワ ー ク定 義,OSI定 義 の生 成 に っ い て は,「DPS10FTAMver.2説 明 書 」

「DPS10ネ ッ トワー ク シス テ ム説 明書 」 を参 照 して くだ さい.

ユ ー ザ は取 決 め必 要事 項 をFPGENの 定 め たPCLで 指定 し,FPGENを 実 行 す る と.F手 順 定 義

フ ァイ ルが 生成 され ます.

F手 順 定 義 フ ァイル は,三 つ の定 義 フ ァイルで 構成 され ます.

(1)コ ン ピュー タ接 続情 報 フ ァイ ル

(2)仮 想 フ ァイ ル定 義 情報 フ ァイ ル

(3)転 送 要求 情 報 フ ァイ ル

(1)コ ンピュータ接続情報ファイル

F手 順では,フ ァイル転送の機能をFTAMを 利用 し実現 しています.こ のファイルは,

FTAMで 相手先との間にアソシエーションを確立するための情報を記述 します.

(2)仮 想ファイル定義情報ファイル

F手 順では,FTAMと 異なりファイルの転送状態の管理 も行います.こ のファイルでは,

FTAMの 仮想ファイルの定義情報とその運用管理情報を記述 します.

(3)転 送要求情報ファイル

F手 順では,ユ ーザの定型的な運用を容易に行えるように一連のファイル転送を事前に登録

しておくことができます.こ のファイルでは,そ の登録情報を記述 します.

ユ
ー
ザ

の
転

送

要
求 ⑭⑭

[ … …蓋、

◎⑭一
図4.2F手 順定義ファイルの規定範囲
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4.2.2FPGENの 機 能

FPGENの 機能は,次 のとおりです.

(1)リ ンク識別子を定義する機能

(2)F手 順用仮想ファイルを定義する機能

(3)転 送要求情報を登録する機能

(4)サ イクル管理用仮想ファイル自動生成機能

(1)リ ンク識別子を定義する機能l

F手1頂では,接 続するコンピュータを特定するために リンク識別子という概念を使用 しま

す.リ ンク識別子とは,相 手先情報,自 局情報及び起動/応 答の別でコンピュータ同士の接

続状態を一意に特定するものです.、

FTAMで は,自 局情報 と相手局情報をそれぞれ別々に管理 してそれ らの組合わせで接続状

態を特定 しています.し たが って,F手 順ではFTAMの コンピュータ情報の組合わせを前

もって定義 します.

(2ジF手 順用仮想フナイルを定義する機能

F手 順では,仮 想ファイルの管理を リンク識別子と仮想ファイル(フ ァイルIDと サイクル

ID)の 組合わせで行っています.仮 想ファイル名の長さは,仮 想ファイルIDが12文 字,サ

イクルIDが4文 字の合計で16文 字が有効になっています.

(3)転 送要求情報を登録する機能

F手 順では,フ ァイルの転送要求を事前に登録 しておいて,そ の要求に付加する転送識別子

を指定することで一括 してフ'アイル転送を実行することができます.

(4)サ イクル管理用仮想ファイル自動生成機能

F手 順では,仮 想ファイルのサイクルIDを 使用することによって番号管理を行うことができ

ます.そ の仮想ファイルを定義する際に,簡 易に大量の仮想ファイル定義を行えるように仮

想ファイルを自動的に生成する機能を提供します.

4.2.3 FPGENの 起 動

コマンド入力モー ドで起動 します.FTAMシ ステムが起動されている場合は,F手 順システムの

生成は行えないので,一 度FTAMシ ステムを停止 してか らFPGENを 起動 して ください.

[起動形式]－
FPGEN起 動後は,SSE2に よって定義PCL編 集画面が表示されます.
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4.2.4F手 順 定 義 のPCL形 式

(1)F手 順 定義 のPCLは,次 に示 す3形 式 の定 義情 報 レコ ー ドに よ って 構 成 さ れ ます.

[レ コー ド形式 ヘ ッダ]

項目名 内 容

#FPLK F手 順用リンク識別子の定義

#FPVF F手 順用仮想 ファイルの定義

#FPFT F手 順用転送要求情報の定義

各 レコー ドの最 大 カ ラ ム数 は,255カ ラム まで と します.

PCLの 最 後 は"/END"で 認 識 します."/END"の 検 出以 降 のPCLの 内容 は無視 され ま

す,

そ の他 と して,先 頭1カ ラ ム に"*"が 指 定 され て いる行 は コ メ ン ト行 と して認 識 され ま

す.

(2)各 定 義 情報 は,次 の形 式 でPCLフ ァイル に記 述 します.

[PCL形 式]

レコー ド形式ヘ ッダ(#FPLK)

パ ラメータ記 述情報

レコー ド形式ヘ ッダ(#FPVF)

パ ラメータ記述情報

レコー ド形式ヘ ッダ(#FPFT)

パ ラメータ記述情報

(3)パ ラ メー タ記述 情 報 の記 述 形式 は,次 の形 式 でPCLフ ァイ ル に記 述 します.

[パ ラメ ー タの記 述形 式]

パ ラメ ー タ名称=(パ ラメ ー タ内容)

ただ し,PSAPア ドレス の記 述 は次 の よ うに記述 します.

[SAPア ドレス 記述 情 報形 式]

PSAP=(

サ ブ ・パ ラメ ー タ名 称=(パ ラ メ ータ内 容)

サ ブ ・パ ラメ ー タ名 称=(パ ラ メ ータ内 容)

)
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4.2.5F手 川頁定 義 のPCL詳 細

(1).コ ン ピュー タ接続 情報 の定 義

(a)コ ン ピュー タ接 続 情報 の形 式"

#FPLK

LINKID=(リ ンク識別 子)

TYPE.=(.1)/*起 動 種 別:起 動 側 の定 義

R/* .:応 答 側 の定 義

PSAP-1==(起 動 側PSAPア ドレス)

PSAP-R=(応 答 側PSAPア ドレス)

STIMER=(転 送 許 可 開始 時 刻)

ETIMER=(転 送 許 可終 了時 刻)

INITID=(起 動 側 識別 子)

RESPID=(応 答 側 識別 子)

'/*フ
ァイル ・ス トア ・パ ス ワ ー ド ・タ イプ

PWFORM=(N)/*・:使 用 しな い

S/*:文 字 列 で 指 定

O'/*、:オ クテ ッ ド列 で指 定

FSPSWD=(フ ァイ ル ・ス トア ・パ ス ワー ド)

FTAMVER=(FTAMの 実 装 規約 バ ー ジ ョン)

/

/

*

*

/

/

/

/

*

*

*

*

/*状 況通知に対 して起動するジョブのタイプ*/

UPRTYPE=(N)/*:ジ ョブ起動なし*/

J/*:JCLを 起動する*/

UPRNAME=(状 況通知に対 して起動するJCL名)

(b)コ ンピュータ接続情報パラメータの説明

(1)LINKID(リ ンク識別子)

コンピュータ接続情報名称を指定します.こ の名称は,F手 順用仮想ファイル情報

及びファイル転送要求登録情報で使用 します.(必 須パラメータ)

(2)TYPE(自 局側起動種別)

接続先の相手コンピュータに対 して,臼 局側が起動側,応 答側のどちらの場合につ

いての定義を行うのかを指定 します.(必 須パラメータ)

"1" …自局側が起動側のときの定義

"R" …自局側が応答側のときの定義

(3)PSAP-1(起 動側PSAPア ドレス)

接続使用するコンピュータのPSAPア ドレスを指定 します.(必 須パラメータ)

自局側が起動側のときは自局側のPSAP,自 局側が応答側のときは相手局側の

PSAPを 指定 します.

このPSAPア ドレスは,OSI定 義で定義されていなければな りません.

一20一



表4.4リ ン ク識 別子 の定 義PCL－ 覧

項目名 内 容 文字数 データ形式 必 須

L取KID リンク識別子 1≦N≦8 英数文字列 必須

TYPE 自局側起動種別 1文字固定 "1"
,"R"の ど ち ら か 必須

§

合

}
(注)

PSEL Pセ レクタ 1≦N≦32 16進 数 省略可

SSEL Sセ レクタ 1≦N≦32 16進 数 必須

TSEL Tセ レクタ 1≦N≦64 16進 数 必須

NSAP NSAP値, 1≦N≦64 16進 数 必須

P
S

A
P

-

R

PSEL Pセ レ クタ 1≦N≦32 16進 数 省略可

SSEL Sセ レクタ 1≦N≦32 16進 数 必須

TSEL Tセ レクタ 1≦N≦64 16進 数 必須

NSAP NSAP値 1≦N≦64 16進 数 必須

STIMER 転送許可開始時刻 5文字固定 00:00の 形 式 省略可(既 定値00:00)

ETIMER 転送許可終了時刻 5文字固定 00:00の 形 式 省略可(既 定値24:∞)

工N【TID 起動側識別子 1≦N≦32 数字文宙II 省略可

RESPID 応答側識別子 1≦N≦32 数字文字列 省略可

PWFORM フ ァイ ル ・ス トア ・パ ス ワ ー ド型 1文字固定
"N"

,"S","O"の ど れ

か

省略可(既 定値"N")

FSPSWD フ ァイ ル ・ス トア ・パ ス ワー ド 1≦N≦8 英数文字列又はオク

テッド列

ただ し,オ クテ ッ ド列の場合

は16文 字 まで

FTAMVER FTAMバ ー ジ ョン' 2文字固定 "V1∵V2"の どち ら

か

省略可(既 定値"V2")

UPRTYPE 状況通知ユ ーザ ・ジョブ ・タイプ 1文字固定 "N∵J"の どちらか
省略可(既 定値"N")

TYPE="R"時 だけ有効

UPRNAME 状況通知ユ ーザ ・ジ ョブ名 1≦N≦6 英数文字列 UPRTYPE="N"以 外 か っ

TYPE="R"時 だ け必 須

(注)FTAM-M80と の混在定義では,OSI定 義 のSSAP番 号 をパ ラメータ"SPNO"で 指定 して ください.
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(2)F手 順 用 仮 想 フ ァイル情 報 の 定義

(a)F手 順用 仮想 フ ァイ ル情 報 の形 式

#FPVF

lLINKID='(リ ンク識 別子)

VFNAME=(フ ァイ ルID)

CYCLE=(サ イ クルID)

RFNAME=(実 フ ァイ ル ・パ ス名)

↓

SRMODE=(SEND)

RECV

RFORG=(B)

S

RECLEN;(レ コ ー ド長)

RECSIG=(V)

F

N

DOCTYP=(INTAP-1)

FTAM-3

TRNMOD;(N)

Y

RECCNT=(生 成 レコー ド件数)

JOBFLG=(N)

AJ

SJ

FJ

PRNAME=(プ ロ シ ジャ名)

FLREP=(Y)

N

DPCHK=(Y)

N

RFILE=(SNGL)

AUTO

PACT=(Y)

N

PWDFORM=(N)

S

/*送 受信 区 分:送 信 フ ァイル'

/*:受 信 フ ァイル

/*実 フ ァイル の 編成:ベ ー シ ッ ク

/*シ ーケンシャル

*

*

*

*

*

*

*

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

*

*

*

*

レコー ド・シグニ フィカ ン ト:不 定長*/

:固 定長*/

ノ ッ ト ・シグニ フ ィカ ン ト*/

ドキ ュ メ ン ト型:'INTAP-1'*/

・'FTAM-3*/

削 除レコード転 送 モード:転 送 しな い*/

転 送 す る*/

/*ジ ョブ起 動フラグ:ジョブ起 動 な し',*/

/*強 制 ジョブ起 動(JCL)*/

/*転 送成 功 時 の ジョブ起 動(JCL)*/

/*転 送失 敗 時 の ジョブ起 動(JCL)*/

/*代 表 名 に よ るファイル読 出 し:許 可 す る*/

/*:禁 止 す る*/

/*転 送 フ ァイ ル の:チ ェ ッ クす る*/

/*二 重交 換:チ ェ ック しな い*/

/*サ イ クル管 理:実 フ ァイ ルー っ*/

/*:実 フ ァイル 複数*/

/*自 局 が サーバのときのファイル:許 可 す る*/

/*・ ア クセス の許 可 指 定:禁 止 す る*/

/*フ ァイル・アクセス:使 用 しな い*/

/*・ パスワードの区 分:文 字 列 で 指定*/

PWD=(フ ァイ ル ・ア クセ ス ・パ ス ワー ド)

STIMEF=(転 送 許 可 開始 時刻)

ETIMEF=(転 送 許 可 終了 時刻)

NOREC=(Y)/*ゼ ロ件 データ・ファイルの転 送:許 可 す る*/

N/*:許 可 しな い*/
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表4.5仮 想 フ ァイル の定 義PCL－ 覧

項目名 内 容 文字数 デ ータ形式 必 須

LINKID リンク識別子 1≦N≦8 英数文字列 必須

VFNAME フ ァイ ルID 1≦N≦12 英数文字列 必須

CYCLE サイクルID 4≦N≦5・ 10進 数4け た,

`一'+10進 数4け た

省略可

RFNAME 実 フ ァイル ・パ ス名 1≦N≦144 英数文字列 必須

SRMODE 送受信区分 4文字固定
"SEND∵RECV"の

とち らか

省略可(既 定値"SEND")

RFORG 実 ファイルの編成 1文字固定 "B"
,"S"の ど ち ら か 省略可(既 定値"B")

RECLEN レコ ー ド長

、

1≦N≦5 1≦N≦7,164

1≦N≦32,767

必 須

(上 側FTAM-3,下 側INTAP

-1)

RECSIG レコー ド ・シ グニ フ ィカ ン ト 1文字固定 "v∵ 耳∵坪 のどれ

か
`

,

省 略 可(既 定 値"V")

(た だ し,RFORG=(S)の と き

既 定 値"F")
一

・DOCTYp
's←

ドキ ゴメ ン ト型

、 、

.
6≦N≦7

、

一"INTAP -1"
,

"FTAM -3"の ど ち

らか

省略可(既 定値"FTAM-3")

TRNMOD 削除 レコー ド転送 モー ド

ζ 噛
、

1文字固定 "Y"
."N"の ど ち ら か 省略可(既 定値"N")

(RFORG=(S)の とき有効)

RECCNT 生成レコニド件数 1≦ 、N≦8 数値 必須

(RFORG=(S)の とき有効)

JOBFLG ジョブ起動 フラグ 1≦N≦2
"N∵AJ∵SJ∵FJ"

の どれか

省略可(既 定値"N")

PRNAME
'

プ ロ シ ジ ャ名 1≦N≦6 英数文字列 JOBFLG="N"以 外 のと き必

須

FLREP 代表名によ るフ ァイル読出 し許可 1文字固定 "Y"
,"N"の ど ち らか 省略可(既 定値"N")

DPCHK 二重交換 チ ェ ック 1文字固定 "Y∵N"の どちらか
省略可(既 定値"Y")

RFILE サイ クル管理 ファイルの実フ ァ

イルの割付 け

4文字固定 "SNGL∵AUTO"の

どち らか

省略可(既 定値"AUTO")

PACT 自局 が応答側 の ときのフ ァイル ・

ア クセス許可指 定

1文字固定 "Y∵N"の どち らか
省 略 可(既 定 値"Y") ,"

」 、

`

PWDFORM フ ァイル ・ア ク セ ス ・パ ス ワー ド

の 区分

1文字固定 "N"
,"S",の ど ち らか'

(オ ク テ ッ.ト列 指 定 は

不 可)

、',

省 略可(既 定値 ・N・)
1、 ピ

呼 、r■ 阿

、,

、4

PWD フ ァイル ・ア ク セ ス ・パ ス ワー ド 1≦N≦8 英数文字列 省略可
rド

STIMEF 転送許可開始時刻 5文字固定 00:00の 形 式 省略可(既 定値00:00)
、

ETIMEF 転送許可終了時刻 5文字固定 00:00の 形式 省 略 可(既 定 値24:00)、'

NOREC ゼ ロ件デー タ ↓フ ァイルの転送許

可

1文字固定 "Y'
,"N"の ど ち ら か 省略可悶 釦Y戊

一23一



(3)転 送要求情報の定義r

転送要求情報を使用 しない場合は定義不要です.

(a)転 送要求情報の形式

#FPFT

FTID;(転 送 識 男1仔)'

LINKID=(リ ンク識 別子)

VFIDO～9=(フ ァイルID)

CYCLEO～9・=(サ イクルD)

(b)転 送要求情報パラメータの説明

(1)FTID(転 送識男1仔)

一つの転送の単位にっける識別子を指定します.登 録方式の転送要求は,こ の転送

識別子を用いて行います.

(2)LINKID(リ ンク識別子)

転送要求を出す場合の転送相手にっけた リンク識別子を指定 します.同 じPCLで 定

義されているコンピュータ接続情報で定義 しているリンク識別子を指定 しなければ

なりません.

(3)VFIDO～9〈 ファイル①)

転送するファイルのファイルIDを 指定 します.こ のパラメータは,同 じPCL内 で

指定されているF手 順用仮想ファイル情報のファイルIDを 指定 しなければなりませ

ん._

(4)CYCLEO～9(サ イ クルID)

転送 す る フ ァイ ル のサ イ クルIDを 指 定 します.こ のパ ラメ ー タ は,同 じPCL内 で

指定 され て い る仮 想 フ ァイ ル情 報 のサ イ クルIDを 指 定 しな け れ ば な りませ ん.

た だ し,VFH⊃0はCYCLEOに 対 応す る とい う具 合 に,番 号 で 仮 想 フ ァイ ル名 とサ

イ クルIDを 対 応 付 け て います.

表4.6転 送要求情報の定義PCL－ 覧

項目名 内 容 文字数 デー タ形式 必 須

FTID 転送要求識別子 1≦N≦8 英数文字列 必須

LINKH) リンク識別子

叉

1≦N≦8 英数文字列 必須

VF口 ⊃0

(VFID9ま で指

定可能)

フ ァイ ルID 1≦N≦12 英数文字列 必須

CYCLEO

(CYCLE9ま で

指定可能)

サイクルID 4文字固定 数字文字列 省略可 ・
,
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資料3

DPS10F手 順 シ ス テ ム の運 用

5.1 F手 順 ユ ー テ ィ リ テ ィ ・コ マ ン ド

F手 順 ユ ーテ ィ リテ ィ ・コマ ン ド(以 下,F手 順 コマ ン ドと略 します)は ,F手 順 処 理 の操 作,

管理 を 行 うため の コ マ ン ドで す.コ マ ン ド入 力 モー ドか ら各F手 順 コマ ン ドを実 行 した り,各F

手順 コマ ン ドを ジ ョブ ・ステ ップ と してJCL中 に組 み入 れ,そ のJCLを 実 行 す る こ とに よ ってF

手順 処 理 を実 行す る こ とが で きます.

F手 順 コマ ン ド

JCL

F手 順 コマン ド

F手 順 コマ ン ド

ー
ファイル転送
(FTAM)

相
手

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

表5.1F手 順 コ マ ン ド一 覧

コマ ン ド名 機 能
1

概 略

FPFIL ファイル状態管理 自己フ ァイルの状態 を参照 した り,変 更 します.

FPTRN(注) 転送要求 フ ァイル転送 を要求 します.一 度 に複数(最 大10個)の フ

ァイルの転送 を要求で きます.

FPSTS 転送状況問合わせ 転送状況を問い合わせます.

FPINQ(注) ファイル状況問合わせ 相手 ファイルの状況を問い合わせ ます.

FPPST(注) フ ァイル状況通知 自己 ファイルの状 況を相手 マシ ンに通知 します.

FPREF ファイル状況通知参照 相手マ シンか ら通知 されたフ ァイル状況 を参照 します.

FPDSP(注)

FPQUE(注)

転送処理状況表示 転送要求の処理状況(転送処理の実行状態や待ち行列の状

態)を 表示します.

FPABT(注) 転送中断 ファイル転送 の中断 を要求 します.

FPCYL

FPGET

サイクル管理処理 サイクル管理(代 表名で複数のフ ァイルを管理)の フ ァイ

ルを識別す るサ イクルID(0001～9999)を 自動 採番す る

ための処理です.

(つ づ く)
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(っづ き)

コマ ン ド名 機 能 概 略 ∵.

FPNAM 実 ファイル名参照 定義情報か ら,F手 順で扱 う仮想 ファイル名に対応 する

実 フ ァイル名を参照 します.・

FPLNK リンク識別子管理 リンク識別子(相 手マシンを識別する定義情報)ご との転

送許可時間の変更や設定状況を参照します.

FPSTR F手 順システム開始要求 F手 順 システム開始を要求す る.

(注)次 の6個 の コマ ン ドは,FPSTRコ マ ン ドによってF手 順 システムが起動 されて いない と,実 行

できません.

FPTRN,FPINQ,FPPST,FPDSP,FPQUE,FPABT
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5.1.1FPFILフ ァ イ ル 状 態 管 理

[機 能]

(1)自 己ファイル状態の変更(フ ァイル名指定/代 表名指定/転 送識別子指定)

(2)自 己ファイル状態の参照(フ ァイル名指定)

(3)自 己ファイル状態 の表示(フ ァイル名指定/代 表名指定/転 送識別子指定/リ ンク識別子

指定/全 ファイル指定)

(4)ヘ ルプ表示

、

[コマン ド形式/出 力形式/使 用例]

(1)自 己ファイル状態の変更

・代表名指定の場合,該 当代表名で管理されるすべてのサイクルIDの 自己ファイル状態が

変更されます.

・転送識別子指定の場合,該 当転送識別子に定義されたすべてのファイルの自己ファイル状

態が変更されます.

ファイル名指定(サ イ クル管理 な し)

ファイル名指定(サ イクル管理 あ り)

代表名指定

(同 上)

転送識別子指定

1111m1:リ ンク識 別 子(1～8け たの 英 数 字)

ffffffffffff:フ ァイ ルID(1～12け た の英 数 字)

dddd

tttttttt

SSSSSS

:サ イ クルID(4け た固 定 数 字(0001～9999),た だ し,4け た以 内 の数 字

であ れ ば,す べ て を許 します(1～999等).)

1転 送 識別 子(1～8け た の英数 字)

:フ ァイ ル状 態(次 の5個 の文 字 列)

SINIT:送 信初 期状 態

SREADY:送 信 準 備完 了

SCOMP:デ ー タ送信 済

RINIT:受 信 初 期状 態

RREADY:受 信準 備完 了

※リンク識別仔 とファイルIDで 示される代表名と全 く同 じ名前のディレク トリが,カ レ

ント・ディレク トリに存在する場合,代 表名指定では正常に動作しないので注意が必

要です。一 コ
※特 に出力 は あ りませ ん.

※終 了 ス テ ー タス(0:正 常,0以 外:異 常)が シス テ ム変 数`¥?'に セ ッ トさ れ ます .
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FPFIL-FOSAKA/RCVFILE/0001RREADY

IF[¥?"0]

THENTYPE`NORMALEND'

ELSETYPE`ABNORMALEND'

FI

(2)自 己ファイル状態の参照

フ ァイル名指定(サ イクル管理 な し)

フ ァイル名指定(サ イクル管理 あ り)

11111111:リ ン ク識 男1仔(1～8け たの英 数 字)

ffffffffffff:フ ァイ ルD(1～12け たの英数 字)

dddd:サ イ クルID(4け た 固定 数 字(ooO1～9999),た だ し,4け た以 内 の数 字

で あ れ ば,す べ てを 許 します.(1～999等).)

幽
SSSSSS

SSSSSS:フ ァイ ル状 態(次 の9個 の 文字 列)

SINIT:送 信 初 期状 態 、

SREADY:送 信 準 備完 了

SBUSY:デ ー タ送信 中

SPEND:送 信仕 掛 り中

SCOMP:デ ー タ送信 済

RINIT:受 信 初 期状 態

・RREADY:受 信準 備完 了

RBU$Y:デ ー タ受 信 申

RCOMP:デ ー タ受 信済

※終 了 ステ ー タス(0:正 常,0以 外:異 常)が システ ム変 数`¥?'に セ ッ トされ ます.

佳用例(JCL作 成時)

FILST=`FPFILR-FTOKYO/SNDFIL

五F[¥?=0]

THEN

IF[¥(FILST)目`SCOMP'

THENTYPE`SENDCOMPLETED'

ELSETYPE`SENDNOTCOMPLETED'

FI

ELSETYPE'ABNORMALEND'

FI
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(3)自 己ファイル状態の表示

・代表名指定の場合,該 当代表名で管理されるすべてのサイクル管理ファイルの状態が表

示されます.

・サイクル管理ファイルに対 しサイクル管理なしのファイル名の指定をしたり,転 送識別

子指定に代表名によるファイル読出しが含まれていたり,リ ンク識別子指定や全ファイ

ル指定でサイクル管理ファイルが含まれている場合は,代 表名である旨が表示され,該

当ファイルの状態は無意味となります.

フ ァイル名指定(サ イ クル管理 な し)

フ ァイル名指定(サ イ クル管理 あ り)

サイ クルID範 囲指 定

代表名指定

(同 上)

転送翻ll子 指定

リンク識別子指定

全 フ ァイル指定

11111111:リ ン ク識 別子(1～8け たの英 数 字)

ffffffffffff:フ ァイルH)(1～12け た の英 数字)

dddd:サ イ クルID(4け た 固定 数字(0001～9999),た だ し,4け た以 内の 数字

で あ れば,す べて を許 します.(1～999等).)

tttttttt:転 送識 別 子(1～8け たの英 数 字)

※ リンク識 別子 とフ ァイルIDで 示 され る代 表 名 と全 く同 じ名 前 の デ ィ レク トリが,カ

レン ト・デ ィ レク トリに存 在 す る場 合,代 表 名 指定 で は正常 に動 作 しな いの で注 意が

必要 で す.

幽

‡ ‡*自 己 フ ァイル 状 態**‡(㎜/ddhh:mm)

NO.tlン クIDフrイ ルIDサ イクルIDフ ァイル 状 態 採 番

nnnnllllllllffffffffffffdddd

㎜/ddhh:㎜:日 時

nnnn:通 し番号(1～,9999を 超 え た ら1に 戻 ります)

11111111:リ ンク識 別 子(1～8け たの 英数 字)

ffffffffffff:フ ァイ ルID(1～12け たの英 数 字)

dddd:サ イ クルID(サ イ クル管 理 フ ァイ ル の場 合"OOOI"～"9999",サ イ

クル 管 理 フ ァイル で な い場 合 は 無 表 示,サ イ クル管 理 フ ァイル で代 表

名 を 表す 場 合 は"****")

ssssss:フ ァイ ル状 態(次 の10個 の文 字列)

"送信 初 期状 態"

"送信 準 備完 了"

"デ ー タ送信 中"
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"受信初 期 状態"

"受信準 備 完 了"

"デー タ受 信 中"



C

"送信 仕掛 り中""デ ー タ受 信 済"'

"デー タ送信 済""一 一ー ー一 一・"(代 表 名 で あ り無 意 味)

:内 部 採 番処 理(サ イ クル管 理 フ ァイル で 有 効 で,採 番 済 の 場 合"済'

と表 示,そ れ 以外 は無 表 示),

卿

FPFILD-FNAGOYA/DATFIL/*

*‡*自 己 フ ァイ ル状 態 ‡**('4/114:16)'

NO.リ ンクIDフ ァイルIDサ イクルIDフ ァイ ル状 態 採 番

1NAGOYADATFILOOO1デ ー・・タ送 信 済 済

2NAGOYADATFILOOO2デ ー タ送 信 済 済

3NAGOYADATFILOOO3送 信 準備 完 了

卿

FPFILD-LKYOTO

‡**自 己 フ ァイ ル状 態***(11/3009:30)

NO.リ ンクIDフ7イ ルIDサ イクルIDフ ァイ ル状 態 採 番

lKYOTOFILEA**‡*一 一 ー ー 一一

2KYOTOFILEB受 信 初 期 状態

(4)ヘ ルプ表示

コ マ ン'多 エ

FPFIL

出 力 形 式(使 用 例)

FPFIL

1.自 己 フ ァイル 状 態 の 変 更

フ ァイル 名 指 定:FPFIL-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF[/DDDD]SSSSSS

代 表 名指 定:FPFIL-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF/*SSSSSS

転 送識 別 子 指 定:FPFIL-TTrmTTTSSSSSS

2.自 己 フ ァイル 状 態 の参 照

フ ァイル 名 指 定:FPFILR-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF[/DDDD]

3.自 己 フ ァイル 状 態 の表 示

フ ァイル 名 指 定:FPFILD-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF[/DDDD[-DDDD]]

代 表 名指 定:FPFILD-FLLLLLLLL/FFFFFEFFFFFF/*

転 送 識別 子 指 定:FPFILD…

リン ク識 別 子 指 定:FPFILD-L.LLLLLLLL

全 フ ァイル 指 定:FPFILD
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5.1.2FPTRN転 送 要 求

[機 能]

(1)通 常転送(シ ングルファイル指定/マ ルチファイル指定/転 送識別子指定)

(2) ,再送転送(シ ングルファイル指定/マ ルチファイル指定/転 送識別子指定)

(3)ヘ ルプ表示

[コマン ド形式/出 力形式/使 用例]

(1)転 送要求

FPTRN-Fllllllll/ffffffffffff[p][CALL]フ'7イ ル 名 指 定(サ イ クル管 理 な し)

FPTRN-F11111111/ffffffffffff/dddd[p][CALL]フ ァイ ル 名 指 定(サ イ ク ル管 理 あ り)

FPTRN-F11111111/ffffffffffff/*[p][CALL]代 表 名 に よ るフ ァイ ル読 出 し

FPTRN-・F'11111111/ffffffffffff/‡ ‡‡‡[p][CALL](同 上)

FPTRN-Ttttttttt[p][CALL]転 送 識 別子 指 定

FPTRN-M11111111[p][CALL]

フ ァイ ル 名(NO.1)/Q>ffffffffffff

フ ァイ ル 名(NO.2)/E/Qレffffffffffff/dddd

フ ァイ ル 名(NO.3)/E/Q>ffffffffffff/‡

フ ァイ ル 名(Nα10)/E/Q>ffffffffffff/‡#*.

マ ル チ フ ァ イ ル指 定OK?[Y/Q}Y

11111111

ffffffffffff

dddd

tttttttt

P

CALL

マルチ ・フ ァイル指定

ファイル名指定(サ イ クル管理 な し)

ファイル名指定(サ イ クル管理 あ り)

代 表名 によるフ ァイル読 出 し

代表名によるファイル読出し

処理実行伺い

:リ ンク識別子(1～8け たの英数字)

:フ ァイルID(1～12け たの英数字)

:サ イクルID(4け た固定数字(0001～9999),た だし,4け た以内の数

字であれば すべてを許 します.(1～999等).)

:転送識別子(1～8け たの英数字)

:プ ライオリティ指定(省 略可能)

次の三つを選びます.省 略時は"2"の 通常処理となります.

0:即 時処理

1:先 行処理

2:通 常処理

:コ ーリング完了指定(省 略可能)

このパラメータを指定すると,転 送処理完了を待たずにコマンド処理が

完了します.

したがって,正 常終了力、 異常終了かは,終 了ステータスでは不明とな

ります.
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※プライオリティ指定 とコーリング完了指定の順序は'逆 に指定 して もかまいません.

※マルチファイル指定では,各 ファイル名(NO.1～NO.10)の 指定形式は任意に選べま

す.

ファイル名入力で,"E"を 入力すると処理実行伺いへ移 ります.

ファイル名入九 あるいは,処 理実行伺いで,"Q"と 入力するとコマンド処理はキャ

ンセルされます.

ファイル名入力で入力エラーの場合は,再 入力待ちとなります.た だ し,オ ペレータ

の入力を介さないJCL実 行のときは異常終了となります.

※マルチ・ファイル指定では,"E"又 は,"Q"と いうファイル名は指定できないので,"E"

又は,"Q"と いうファイル名を扱 う場合は,転 送識別子で登録 して転送を実行しなけ

ればなりません.

※マルチ ・ファイル指定の処理実行伺いで,"Y"と 入力すると転送処理が開始されます.

※リンク識別子とファイルIDで 示される代表名と全 く同じ名前のディレクトリが,カ レ

ント・ディレク トリに存在する場合,代 表名指定では正常に動作 しないので注意が必要

です.、一
※特 に出力 は あ りま せ ん.・ 、

※終 了 ス テ ー タス(0:正 常,0以 外:異 常) .が シス テ ム変 数`¥?'に セ ッ トされ ます.
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(2)再 送 転送

・障 害 が 発生 後,再 送 を 行 うと きに使用 します ,使 用 法 にっ い ては 「3.5.3再 送処 理 」 を

参 照 して くだ さ い.

コマ ン ド形 式1(マ ル チ フ ァイ ル指 定 以 外)

FPTRNR--F1111Hll/ffffffffffff[p][CALL]フ ァイ ル名 指 定(サ イ クル管 理 な し)

FPrRNR-Fllllllll/ffffffffffff/dddd[p][CALL]フ ァイ ル名 指 定(サ イ クル管 理 あ り)

FPrRNR-Fllllllll/ffffffffffff/‡[p][CALL]代 表名 に よ る フ ァイル 読 出 し

FPTRNR-Fllllllll/ffffffffffff/‡***[p][(;ALL](同 上)

FPrRNR-Ttttttttt[p][CALL]転 送 翻1】子 指 定

コマ ン ド形式2(マ ルチ ファイル指定)

FPTRNR-Mllllllll[p][CALL]

フ ァ イル 名(NO.1)/Qレffffffffffff

フ ァ イル 名(NO.2)/E/Qぽfffffffffff/dddd

フ ァ イル 名(NO.3)/E/Q,ffffffffffff/*

フ ァイ ル 名(NO.10)/E/Qレffffffffffff/****

マ ル チ フ ァ イル 指 定OK?[Y/Q]>Y

マルチ ・フ ァイル指定

ファイル名指定(サ イクル管理 な し)

ファイル名指定(サ イクル管理 あ り)

代表名 によるフ ァイル読出 し

代表名 によるフ ァイル読出 し

処理実行伺 い

11111111:リ ン ク識 別 子

ffffffffffff:フ ァ イ ルH)

dddd

tttttttt

P

CALL

(1～8け たの英数字)

(1～12け たの英数字)

:サイクルm(4け た固定数字(0001～9999),た だし,4け た以内の

数字であれば,す べてを許 します.(1～999等).)

:転送識別子(1～8け たの英数字)

:プライオリティ指定(省 略可能)

次の三つを選びます.省 略時は"2"の 通常処理となります.

0:即 時処理

1:先 行処理

2:通 常処理

:コー リング完了指定(省 略可能)

このパラメータを指定すると,転 送処理完了を待たずにコマン ド処理が

完了 します.し たがって,正 常終了か,異 常終了かは,終 了ステータス

では不明となります.`

※プライオ リティ指定とコーリング完了指定の順序は,逆 に指定 してもかまいません.

※マルチ ・ファイル指定では,各 ファイル名(NO.1～NO.10)の 指定形式は任意に選べま

す.

ファイル名入力で,"E"を 入力すると処理実行伺いへ移 ります.

ファイル名入力,あ るいは,処 理実行伺いで,"Q"と 入力するとコマンド処理はキャ

ンセルされます.

ファイル名入力で入力エラーの場合は,再 入力待ちとなります.た だし,オ ペ レータ

の入力を介さないJCL実 行のときは異常終了となります
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※マ ル チ ・フ ァイ ル指 定で は,"E"又 は,"Q"と い う フ ァイル名 は指 定 で きな いの で,

"E"又 は
,"Q"と い うフ ァイ ル名 を 扱 う場 合 は,転 送 識 別 子 で登 録 して転 送 を実 行 し

な けれ ば な りませ ん.

※マルチ・ファイル指定の処理実行伺いで,"Y"と 入力すると転送処理が開始されます.

※リンク識別子とファイルIDで 示される代表名と全く同 じ名前のディレクトリが カ レ

ント・ディレクトリに存在する場合,代 表名指定では正常に動作 しないので注意が必

要です.一
※特 に出 力 は あ りま せ ん.

※終 了 ス テ ー タス(0=正 常,0以 外:異 常)が シス テム 変数`¥?'に セ ッ トされ ます.

使用例(JCL作 成時)

lFPTRNR-MSAPPOROO<<END

DATFILl

DATFIL2

END

IF[¥?目0]

THENTYPE`NORMALEND'

ELSETYPE`ABNORMALEND'

FI

(3)ヘ ルプ表示

コ マ ン'ノ ェ

FI「1]RN

出力 形 式(使 用 例)

FPTRN

1.通 常 転 送

シ ングル フ ァイル 指 定:FPrRN-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF[/DDDD][P][cALL]

代 表 名 フ ァイル 読 出 し:FPTRN-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF/*[P][CALL]

マ ルチ フ ァイル 指 定:FPTRN-MLLLLLLLL[P][CALL]

転 送 識 別 子 指 定:FPTRN-TTTTTTTTT[P][CALL]

2.再 送 転 送

シ ングル フ ァ イル 指 定:FPTRNR-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF[/DDDD][P][CALL]

代 表 名 フ ァイル 読 出 し=FnRNR-FLLLLLLLL/FFFFFFFFFFFF/*[P][CALL]

マ ル チ フ ァイ ル 指 定:FPTRNR-MLLLLLLLL[P][CALL]

繊 別 子 指 定:FPTRNR-T㎜TTT[P][C肌]
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資料4

5.2F手 順 ユ ー ザ支 援 ラ イ ブ ラ リ
「ll[1:「'

F手 順ユーザ支援ライブラリ(以 下支援ライブラリと略す)は,F手 順処理の操作 ・管理をPH

COBOL等 の言語を用いて実現できるようにサプル山チン化 したものです.支 援ライブラリの機

能はFPSTRコ マンドによってF手 順システムが起動されていないと動作できません.

匝iiiii≡ヨ＼.
舌

Pfi,COBOL等 の プ ログ ラ ム ← ____◆ ン

。。イル転送 三
(FTAM)1

タ

Pll,COBOL等 の プ ログ ラ ム

…

…

Pll,COBOL等 の プ ロ グラ ム

ム寿

,

シ順時

報情御制送転

表5.2F手 順 ユ ー ザ支 援 ラ イ ブ ラ リー 覧

支援ライブラリ名 機 能 概 略

$#FPTR 転送要求 フ ァイル転送を要求 します,1度 に複数(最 大10個)の フ

ァイルの転送 を要求で きます,

$#FPCK フ ァイル状況問合わせ 相手 フ ァイルの状況 を問い合わせ ます.

$#FPPS フ ァイル状況通知 自己フ ァイルの状況 を相手 マ シ ンに通知 します.

$#FPPT フ ァイル状況通知 の取得 相手 マシンか ら通知 された ファイル状況 を取得 します.

$#FPIF 転送状況問合わせ フ ァイル転送要求中の ものの転送状態 を取得 します.

$#FPST フ ァイル状態の設定 自己フ ァイルの状態 の設定 を行 います.

$#FPCN 転送中断 フ ァイル転送の中断を要求 します.

$#FPTK 転送要求の結果取得 フ ァイル転送の結果 を取得 します.

、

$#FPFS サ イクル管理の採番処理

(セ ッ ト/リ セ ッ ト)

サイ クル管理の フ ァイル を識別 す るサイ クルIDを 採番 す

るため の機 能で,個 々の フ ァイル に対 し採番 済み(セ ッ

ト)か未採番(リ セ ッ ト)か 設定を行 うのが$#FPFS,指

定され た代表名で管理 され るす べての ファイルを未採番に

設定す る(オ ール リセ ッ ト)の が$#FPFA,個 々の ファ

イルに対 しその フ ァイルが採番 済みか未採番かをチ ェック
.

す るのが$#FPFCで す.

$#FPFA サ イクル管理 の採番処理1

(オール リセ ッ ト)

$#FPFC サ イクル管理 の採番処理

(チェ ック)

$#FPSF ファイル状態 の取得 自己ファイルの状態 を取得 します.

$#FPVR 実 ファイル名 の取得,サ

イクルIDの 自動採番

仮想 ファイル名か ら実 フ ァイル名 を取得 します.サ イ クル

管理 フ ァイル に対 しサ イクルIDを****で 指定 した と

きには,未 採番の ものの うち最小 のサ イ クルIDの フ ァイ

ルの実 フ ァイル名,サ イクル Φ を取得 します.取 得後 は

採番済み となります.
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5.2.1転 送 要 求 サ ブ ル ー チ ン($#FPTR)

(1)機 能

ファイルの転送を行います.

(2)使 用方法

CALL

USING

USING

USING

[USING

$#FPTR

デ ータ名1

デ ータ名2

デ ータ名3

デ ータ名4]

①データ名1(必 須パラメータ ・ユーザ指定)(各1バ イ トの文字項目)

ファイル転送に関する各種指定を行います.

・転送識別子指定

・プライオリティ指定

・コーリング完了指定

・転送種別

(a)転 送識別子指定

転送識別仔 を使用してファイル転送を行うかどうかの指定を します.

・`Y'… 転送識別子を使用する.

・'N'… 転送識別子を使用 しない.

(b)プ ライオ リティ指定

ファイル転送のプライオリティ1を指定 します.

・`0'… 即時処理

・`1'… 先行処理

・`2'… 通常処理

(c)コ ーリング完了指定

転送処理の完了を待つかどうか,そ して完了を待たないときには実行結果が必要かど

うかの指定をします.

・`S'… 転送処理完了まで待つ.(同 期)

・℃'… 転送完了を待たないかっ転送結果を必要としない.(非 同期)

・`A'… 転送完了を待たないが転送結果を必要とする.(非 同期)

結果を取得する場合には,$#FPTKを 使用 して結果を取得する.

(d)転 送種別

転送種別を指定 します..`

・`T'… 通常転送

・`R'… 再送転送

②データ名2(必 須パラメータ ・ユーザ指定)

転送情報の記述を行います.

(i)転 送識別子指定が`Y'の とき
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転 送 識 別呼 名 を記述 します.(8バ イ トの 文字 項 目)ご,:t.,

(li)転 送 識 別子 指定 が`N'の とき

次 の構 造 で 指定 します..・ 一

構 造

転 送 フ ァイル数4バ イ ト(2進 数項 目)※1

リン ク識 別仔 名8バ イ ト(文 字 項 目)

三三蕊 ㌘ii灘)×2
※1転 送 ファイル数は1～10ま でとする.

※2フ ァイルH)・サイクルH)・ファイル状態は転送ファイル数分繰 り返す ものとす

る.

サイクルIDを 用いていないファイルはスペース ・データとする.

代表名ファイル読出しのときはサイクルIDで`****'を 指定する.

ファイル状態は何もセットしない.

③データ名3(必 須パラメータ)

処理完了時(同 期時)も しくは処理受付け時(非 同期時)の ステータスを受け取る項目を

指定 します.転 送醐IFS'又 は ℃'の ときには2バ イ ト,`A'の ときには6バ イ ト領域を

必要 とします.

・完了コー ド2バ イ ト(2進 数項目)

・要求受付識別子4バ イ ト(2進 数項目 ・非同期時'A'の ときだけ有効)

(a)完 了コー ド

完了コー ドには,正 常なら0を 異常ならエラー ・メッセージの番号を返 します.

(b)要 求受付識別子

要求受付識別子を返します(1～256).こ の識別子を指定 して$#FPTKで 結果を取

得 します.

④データ名4(同 期時だけ指定可)

ファイル転送後の転送ファイルの状態を受け取るときに指定 します.

転送識別子指定を`N'と した場合には,デ ータ名2と 同じ大きさの領域を用意する.

転送識別子指定を`Y'と した場合には,F手 順定義ファイルの転送要求情報で該当転送識

別子に対 して定義 したファイル個数分の領域(構 造は転送識別子指定を`N'と した場合に

用 いるデータ名2と 同 じ)を 用意する.

以下に転送ファイルの状態一覧を示します.

0:フ ァイル転送未実施

1:送 信初期状態

2:送 信準備完了

3:デ ータ送信中

4: .送信仕掛 り中,

5:デ ータ送信済

6:受 信 初期 状態

7.:受 信 準 備完 了

8':デ ー タ受 信 中

9:デ ー タ受 信 済
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5.2.6フ ァイ ル 状 態 の 設 定 サ ブ ル ー チ ン($#FPST)

(1)機 能

自己の転送ファイルの状態の設定を行います.

(2)使 用方法

CALL

USING

USING

USING

$#FPST

デ ー タ名1

デ ー タ名2

デ ー タ名3

①データ名1(必 須パラメータ ・ユーザ指定)

転送識別子を使用 してファイル状態の設定を行うかどうかの指定をします.

・`Y'… 転送識別子を使用する.

・`N'… 転送識別子を使用 しない.

②データ名2(必 須パラメータ ・ユーザ指定)

(i)転 送識別子指定が`Y'の とき

転送識別子 ・ファイル状態を指定 します.

該当転送識別子に定義されたすべてのファイ'ルに指定 したファイル状態が設定され

ます.

・転送識別子8バ イ ト(文字項目)

・ファイル状態4バ イ ト(2進 数項目)

以下に指定できるファイル状態一覧を示 します.

1:送 信初期状態

2:送 信準備完了

5:デ ータ送信済

6:受 信初期状態

7:受 信準備完了

(ll)転 送 識 別子 指 定 が`N'の とき

次 の構 造 で指 定 します.

構 造

1

2

※

※

状態設定ファイル数

リンク識別子名

ファイルID

サイクルH〕

ファイル状態

4バ イ ト

8バ イ ト

12バ イ ト

4バ イ ト

4バ イ ト

(2進 数項目)

(文字項目)

i灘)
設 定 フ ァイ ル数 は1～10ま で可 能 で あ る.

※1

※2

フ ァイ ルID・ サ イ クルID・ フ ァイル 状態 は状 態 を設 定 す るフ ァイ ル数 分 繰 り返

し記 述 す る.サ イ クルIDを 用 いて い ない フ ァイ ルは ス ペ ース ・デ ー タ とす る.

※3指 定 で き る フ ァイル 状態 は(i)転 送 識別 指 定 と同 じで あ る.
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資料5

5.4F手 順 検 索 ユ ー テ ィ リテ ィ

F手1順ログ検索ユーティリティ(FPLOG),F手 順処理履歴検索ユーティリティ(FPHST)は,

F手 順 システムが採取しているF手 順ログファイル,F手 順処理履歴ファイルの内容をEDUETを

使用することによって検索 し,編 集出力するユーティリティです.

検索結果は画面に出力されますが,こ れをファイルやプリンタに出力することも可能です.

また,必 要な検索条件をプログラムとして新たに登録す ることも可能です(プ ログラムは/OSI

/SFL下 に作られます).

F手 順

システム
常時採取

FPLOGF

F手 順 ログファイル

FPHIST

F手 順処 理

履歴フ7イル

F手 順 ログ

検 索 ユーティリティ

フ・鋼 〔 〕

ター ミナル

画面出力

図5.1F手 順検 索 ユ ー テ ィ リテ ィ関 連 図

表5.4検 索対象ファイルの概要

対 象 検索ユ ーテ ィリテ ィ名 概 略

F手 順

ログフ ァイル

FPLOG F手 順 に関す るコンソール ・ログを採取 しています.

F手 順

処理履歴ファイル

FPHST F手 順 システムが行 ったフ ァイル転送履歴 を採取 して

います.
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5.4.1操 作 手 順

回

◎

回 回

◎

巨]'

回

回

∈∋検索

回 観

◎

◎

国
項目編集

回

〔亘 〕登録実行

回

団

団 〕登録実行

〔亘 〕登録実

回 登録実行

回 登録実行

図5.2検 索 ユ ー テ ィ リテ ィ操 作 の流 れ
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口 起動方法

コ マ ン ド入力 モー ドか ら実行 す る こと によ って,検 索 ユ ーテ ィ リテ ィを起 動 します..

表5.5に 起 動 形 式 を示 します.

r

表5.5検 索 ユ ー テ ィ リテ ィの起 動 形 式

1

対 象 機 能 起 動 形 式

F手 順 ログフ ァイル 全F手 順 ログを出力 します. FPLOGALL

エ ラー時の ログだけを出力 します. FPLOGERR

セキ ュ リテ ィに関するログを出力 します. FPLOGSEC

登録 したプ ログラムを実行 します.* FPLOGプ ログラム名

F手 順処理履歴ファイル 全処理履歴を出力します, FPHSTALL

エ ラー時の処理履歴 を出力 します. FPHSTERR

登録 したプ ログラムを実行 します.* FPHSTプ ログラム名

・プ・グラムの酬 方法は 回 で説明します

4

回 検索中画面

「ただいま実行中です」の

メ ッセージが表示されま

す.

「抽 出 を開始 しま した」

「ソー トを開始 しま した」

と処理の進行に合わせてメ

ッセージが表示されます.

r、
RUN"""プ ログ ラム実行"""PG角 皿 __08名 腿L_13=26

ただい ま実行中 です。

抽 出 を開始 しま した,1000件
ソー ト を開始 しま した.

一41一



5.4.2F手 順 ログ の 出 力 形 式

.出 力結果は採取時刻の逆の順番に(最 新のものが一番最初に)ソ ートされて出力されま

す. '」'

DSP智 グ嗣8鵠 ① ⑤ ⑥ ⑦PG名 盤 ⊥ 一－DB名 鯉 一13141

採取時刻 WS JθS D/E 種 別 HSG ロ グ情 報
930521120452 4 eθC D 起動 1007 接 続 強f冒{解 放(LINK雷LINK3)(7-1ごi)
930521120451 4 soc. S 起動 1052 応 答 側 識 別 不 正(LINK・LINK3)
930521120450 4 eθC D 起動 1003 接 続処 理終 了(LiN峠LINK3)
930521120442 4 eθ ⊂ D 起動 1001 接 続 処 理 開 始(LINK=LINK3)
930521120420 4 9θC E 起動 1205 リ ン ク 識 別 子 不 正(TYPE・LLINK・LllＬK2)
930521120351 4 ●θC D 起動 1007 ‡妾続 強 静1解 放(L工NK=LIN}〈1)(7-1-1)
930521120350 4 eθC E 起動 1012 送 信 失 敗(LINK・LINK1.FILE・FILE1/享
930521120346 4 eθC D 起動 1003 接 続 処 理 終 了(LINK・LINK1)
93q521120338 4 @θC 0 起動 1001 接 続 処 理 開 始(LINK・LINK1)
930521120103 4 ①θC D 起動 5034 転 送 許 可 時 間 帯 変 更(LINK・LINKLTYPE・1.TIHE・
930521115943 4 ②θC D 超勤 5034 転 送 許 可 時 間 帯 変 更(LINK・LINK1.TYPE・1.TIHE・

930521115856 4 @θC E 起動 1218 接 続 許 可 時 間 外(LINK・LINK1)「
930521115829 4 eθC D 起動 5035 転 送 処 理 全 日不 許 可(LINK・LINKLTYPE・D
930521114833 5 eθC E 起動 1209 フ ァ イ ル 状 態 不 正(SＬNIT)(LINK・LINK1.FIL

930521113934 5 @θC D 起動 1004 接 続 解 放 終 了(LINK・LINK1)
930521113931 5 eθC D 起動 1002 接 続 解 放 開 始(LINK・LINK1)
930521113930 5 eθC D 起動 1010 送 信 終 了(LINK・LINK1.FILE・FILE1/0

1/ 件 コ マ シ ド1

■■ ■■脳 ■■1増■■・■ ■■■1■ 凹
1柳 。。処理1綿1癬1煕 縣 面1次画趾 ぽ 右_左 、、石 ⇒

図5.3F手 順 ログ出力の例

表5.6F手 順ログの詳細内容

項番 項 目 名 内 容

① 時刻 ログ採取時刻'年 年月月 日日時 時分分秒秒'

② WS WS番 号

③ JOB ジョブ名

④ D/E ログ種別D:ガ イダンスログ
'

E:エ ラー ロ グ

S:セ キ ュ リテ ィ ロ グ

⑤ 種別 起動側/応 答側種別

⑥ MSG メ ッセージ番号

⑦ メッセー ジ内容 ログ情報
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5.4.3F手 順 処理 履 歴 の出力 形 式

出力結果は採取時刻の逆の順番に(最 新のものが一番最初に)ソ ー トされて出力されま

す.

DSP(θ転送履歴ε/出力 ③ ④
⑤PGるHI務01(8)

・DB魯 HIST2

σ①

13143

リンワ識 別 りアイMD サイク1`ID 転送状態 誤 り 詳細 種別 処理 転送開始 終了 日時

LINK3 異常終了 7 起動 05211204 05211204

LINK1 FILE1 取零享x 異常終了 7 999 超勤 送信 05211203 05211203

LINK1 FILE1 零零雲客 異常終了 3004 起動 送信 05211203 05211203

LINK1 FILE1 OO10 正常終了 起動 送信 05211139 052U139

LINK1 FILE1 0006 正常終了 起動 送信 05211138 05211138

LINK3 異常終了 7 起動 05211137 05211137

LINK2 FILE2 正常終了 応答 受信 05211136 05211137

LINK2 FILE2 異常終了 7 999 応答 送信 05211129 05211130

しINK2 FILE2 異常終了 3024 応答 送信 05211129 052U130

UNK1 FILE1 0005 正常終了 起動 送信 05211129 05211129

LINK1 FILE1 0004 正常終了 起動 送 信 05211128 05211128

LINK1 FILE1 0003 正常終了 起動 送信 05211128 05211128

LINK1 FILE1 0002 正常終了 起動 送信 05211127 052U127

LINK1 FILE1 京菜率率 異常終了 7 999 起動 送信 05211125 05211126

LINK1 FILE1 零本零本 異常終了 5030 起動 送信 05211125 05211126

LINK1 FILE1 *率 零本 異常終了 8 起動 送信 05211125 05211126

LINK1 FILE1 塞京家竃 異常終了 7 999 起動 送信 05211121 05211121

1/件 コ マ ン ド1

■ ■■■■■ 国 ■ ■ ■ ■■ ■百・一 一訓1■■■ ■■■囮 ■脳
1終,1。 。処理1印刷1煕 煕1,、 り込み閑 面樵 面 左 く=〈= 右=〉 二〉 左 〈・ 石 ・〉

図5.4F手 順処理履歴ファイル出力の例(1)

DSP6転 韻 ㌔ 出力 ⑬PG名 　 D8名HIST2
oめ

13144

転送量 レコート"数 誤 り詳 細 ビ ートID 診
0 0 FPDCOOOORESPθNDERIDENTIFIERERRθR 3

0 0 FPDCO999F-PRθCEDURELOCALFAILURE(UNSPECIFIC) 2

0 0 FILENθTFθUND 2

0 0 20
0 0 ユ9

0 0 FPDCOOOORESPθNDERIDENTIFIERERRθR 18

18432 231 17

0 0 FPDCO999F-PRθCEDURELOCALFAILURE(UNSPECIFIC} 16

0 0 VFOEFINITIθNERRθR 16

0 0 15
0 0 ・ 14

0 0 13

0 0 12

0 0 FPDCO999F-PRθCEDURELθCALFAILURE(UNSPECIFIC) 11

0 0 FILEθPENERRθR(ERRNθ=13) 11

0 0 ceNＴINUθUSERReR 11

0 0 FPOCO999F-PRθCEDURELθCALFAILURE(UNSPECIFIC) 10
1/ 佳 コ フ ソ ド

■ ■ ■砲 ■■■■詫■■■白蘭■ ■■・■ ■■ll■■■■■ ■■囲■■目路■
!,了1。 。処,里1,。刷1,,.、 出力1、、,込 み 鴨 面1、,画 配,.〈.〉.〉 左 く工 石 ⇒

図5.5F手 順処理履歴ファイル出力の例(2)
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Dも全転留 吟 歩力
⑱ ⑲

診断型 検 出元 発 生元
rp識 別

P区 分

2 1 1 3 1

2 1 1 3 1

2 5 5 5 8

0

0

2 1 1 3 1

0 0 0 0

2 1 1 3 2

2 5 5 11 2

0

0

O

0

2 1 1 3 1

2 5 5 11 8

1 5 5 5 8

2 1 1 3 1
1ノ{土

PG名H!ST.D1 醜HiST2'13,44

1矧 ■■UA処 理 印刷1■1撫1醗i繊1
コ

前 画 面 イニく画 面 生 く・〈=石=〉 ⇒ 生 く=石 ⇒

図5.6F手 順処理履歴ファイル出力の例(3)

表5.7F手 順処理履歴の詳細内容

項番 項 目 名 内 容

① リンク識別 リンク識別子

② フ ァイルH) フ ァイルID

③ サ イクルID サ イクル】D

④ 転送状態 転送正常終了/転 送異常終了

⑤ 誤 り 誤 り識別(付3.1参 照)

⑥ 詳細
詳細 コー ド(付3.2参 照)

誤 り識別が1あ るいは7の とき以外 は無意味

空 白のときは`0000'を 表す.

⑦ 種別 起動側/応 答側種別

⑧ 処理 送信 フ ァイル/受 信 ファイル種別

⑨ 転送開始 転送 開始 日時`月 月日日時時分分'

⑩ 終了日時 転送終 了 日時`月 月日日時時分分'

⑪ 転送量 転送バイ ト数

⑫ レコ ー ド数 転送 レコー ド件数

⑬ 誤り詳細 誤り識別に対する意味(説 明)

⑭ ポ ー トID ポ ー トID

'

⑮ 診断型 診断情 報の有無 とレベル を示す.

O:診 断情報 な し

1=一 般通知 メ ッセー ジ

2:一 時的誤 り

3:永 久誤 り

(つ づ く)
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表5.7F手 順処理履歴の詳細内容(つ づき)

項番 項 目 名 内 容

⑯ 検出元 誤り検出元識別子

1:起 動 側 フ ァイ ル ・サ ー ビス ・ユ ー ザ(F手 順 シ ス テ ム)

2=起 動側FPM(FTAMシ ステム)

4:応 答側FPM(FTAMシ ステム)

5:応 答 側 フ ァイ ル ・サ ー ビス ・ユ ー ザ(F手 順 シス テ ム)

⑰ 発生元 誤り発生元識別子

空白:分 類不能

1=起 動 側 フ ァ イル ・サ ー ビス ・ユ ー ザ(F手 順 シス テ ム)

2:起 動側FPM(FTAMシ ステ ム)

3:FPMを サ ポ ー トす る サ ー ビス(OSIシ ス テ ム)

4:応 答側FPM(FTAMシ ステム)

5:応 答側 フ ァイル ・サ ー ビス ・ユ ー ザ(F手 順 シス テ ム)

⑱ P識別 誤 りの発生 したプ リ ミテ ィブ識別子

1:F－ 皿T肌][ZE

2:F-TERMINATE

3:F-U-ABORT

4:F-P-ABORT

5:F-SELECT

6:F-DESELECT

71F-CREATE

8:F-DELETE

9:F-R-ATTR田

11:F-OPEN

12:F-CLOSE

13:F-B-GROUP

14:F-E-GROUP

18:F-READ

19:F-WRITE

20:F-DATA

21:F-DATA-END

22:F-TRANSFER-END

24:F-CANCEL

⑲ P区分 プ リ ミテ ィブの区分

1:要 求 ・

2:指 示

4:応 答

8:確 認
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資 料6

4.2会 話 モ ー ド起 動

UTBK2を オペ レー タ ・イ ンプ ッ ト ・モ ー ドで 起 動 す る と,ユ ー ザ に 入 力 を 促 す メ ッセ ー ジを表 示 しま

す 。

ユ ーザ は メ ッセ ー ジに 従 って 必 要 項 目 を 入 力 し ます 。

U)実 行の 流 れ

タイ トル と

メ ッセー ジ

通信仕様

の入力

通信制御電文

の指定

フ ァイ ル需11御

電 文 の 指定

連 絡 フ ァイル

の送 信 指定

照 会 フ ァイル

の受 信 指定

{2)プ ロ グ ラム 制 御 言 …吾(PCL)の 種 類

PCLl機 能

/CD 通信{士様の指定をす る。

/CC 通信制御電文の指定をする。

/FC ファイル制御電文の指定をする。

/SF 連絡 ファイルの送信を指定する。

/RF 照 会 フ ァ イ ルの 受 信 を 指 定 す る,、

/MD モ ー ド変 更 時 指 定 す る。

/GD PCLパ ラ メー タの 説 明 表 示す る。

/END PCLの 終了指定 ＼

/E
1

"1ど れ で も可

/* 〃 ノ

/CAN プログラムの中断を指定する。

/CD,/CC,/FC,/SF,/RF入 力時 に/GDを 入 力す る と そ のPCLガ イ ド ・メ ッセ ー ジ

が 表 示 さ れ,再 びPCL入 力 に 戻 り ます 。
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'

F手 順製品化予定一覧

平成6年9月9日 現在

⊥
㌣

メ ー カ 名1分 類1機 種1出 荷 予 定 時 期1ベ ースFTAMバージョン1製 品 名1標 準 価 格(万 円)1備 考

富士通

ト

ー

A
▲

ホストコンピュータ Mシ リー ズ H6.3月 提供 済 V2 ・CORDEXV12L10

・DTSVl1L20

・100～500

(一 括 支 払)
・5/月 ～40/月

(レ ンタル 価 格)

・価格 は機種で変動

・当面 は製品発表を

行 わず、特定ユーザ
へ の個別対応実施

サーバ/

ワークステーション

FMGシ リーズ 計画な し 一 一 一

DS/90シ リーズ 時期未定 V2 一 未決定 FTAM(V2)に つ いて は

本 機 種 で リリース中

オフコン Kシ リー ズ

SX/Gシ リーズ

DS/90シ リーズ

時期未定. V2 一 未決定
FTAM(V1,V2)に つ い

て は本機 種 で リリース中

パソコン FMRシ リーズ 時期未定 一 一 未決定 FTAM(V1)に つ いて は

本 機 種 で リリース中

その他 SURESYSTEM2000
ノ

時期未定

(H7年 度～)

V2 ・CORDEX/E

・DTS
未決定 フォールトトレーラントシステム

一

※ 標 準 価 格 は 各 分 類 毎 に 以 下 の と お り で す 。

① ホストコンピュータ … 一一－rFTAM」 及 びrF手 順 」 の セット価 格

② ワークステーション ま た は オフコン 一一…-rISDNド ライバ装 置(不 要 な 場 合 は 除 く)」,rFT胴 」 及 びrF手 順 」 の セット価 格

③ パソコン ー一一… 「拡 張 ボード(ISDNボ ード等)」,rFTAM」 及 び 「F手 順 」 の セット価 格



【製 品 糸召介 】

糎 OS名 製品名 出荷時期 価格(万 円) 製品出荷数 構

Mシ リ ー ズ

ホストコンピュータ

OSIV/MSP.

OSIV/XSP

CORDEX∨12

DTSV11

平成6年3月 出筍斉
平成5年1月 断篇斉

100～1000

(レンタル:6～30/月)

171シ ステム

421シ ステム

・価格は機種により変動

・F手 順は,当 面ユーザ個別で対応

(問い合わせユーザ数13ユ ーザ)

OSl参 照モデル F手 順

D
l

A
ひ

n
U

r
「

製品体系

X

MAT>

ED

〆

シZ

R

鴛
z

O

4/

ノ

0

〃

CORDEX(CORPorationDataE}くchan9esystem)

:業 界 標 準 手 順 を サ ポ ー トした 企 業 間 デ ー タ 交 換 シ ス テ ム

1

与
⑩
ー

ガリケーカン層

クレセンテ治ン層

セ治ン層

トランスポート層

ネットワーク層

テ一列 ンク層

物理層

撚灘雛雛i

OSl

通信

(下位層)

[サポー ト手順]
・全銀手順

・JCA手 順

・JCA-H手 順

・F手 順

[運用機 能]
・蓄積 ファイル

・状態監視

・自動スケ ジュール(転 送機能+ジ ョフ起動)

・履歴管理

DTS(DistributeddataTransferService)

:マ ル チ プ ロ トコ ル を サ ポ ー トした デ ー タ 転 送 シ ス テ ム

[サ ポ ー トプ ロ トコ ル]
.OSl(FTAtvf)

・TCP/lP(FTP)

・FNA(HICS)

ネ ッ トワーク条件 特に$1酌はな し
一 専用線網

一 回線交換網

一 パケット交換網

一'LAN

(電話回線,

(電話 回線,lSDN)

(CSMA/CD方 式LAN, FDDIプi武LAN)

AIlRightsReserved,Copyright◎ 富 士 通 株 式 …釣 出1994
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【APlの 紹 介 】

●FAlの 規 定 し て い －iiiiii・レ ベ ル と の 違 い

規 定 して い る レ ベ ル F手 川酬 め 一ジ

実 現 レ ベ ノレ
イ蒲 考
(対象機能名)殴 機 首1安負 目

車云茜1」 そ卸 丁青 幸田
アクセスインタフェース

相 手 先 情報 ア ク セ ス ◎ ジエ礼 一カ ン

フ ァ イ ル 情 報 ア ク セ ス ◎

転 送 要 求 情 報 ア ク セ ス ◎

要 求 発 行 インタフェース 転 送 開 始 要 求(登 録 方 式) ◎ 自 動 スケジュール

転 送 開 始 要 求(直 接方 式) ◎ コ マンドインタフェース

転 送 キ ャ ン セ ル 要 求 ◎ コマントインタフェース

フ ァ イ ル 状 況 問 い 合 わ せ ◎

フ ァ イ ル 状 況 通 知 ◎

転 送 状 態 問 い合 わ せ ◎ 状 態 監 視]マ ントインタフェース

結 果 取 得 インタフェース 糸吉果 耳文千尋・ ◎ 状態監視 履歴管理

斗大 熊 セッ トインタフェース 車云送 斗大熊 セ ッ ト ◎

● 全 線 手 順 パ ッケ ー ジ で 提 供 して い たAPIと の 違 い

ほ ぼ 同 等 〔プ イ ク ル ー ・域 拡 張g2桁 一>4桁))

● 仕 様 …言語 ・ ○ ・ ○OBOL

AllRightsReserved,Copyright◎ 富 士 通 株 式 …斜 生1994



【全 銀 手 順 か ら の 移 行 方 法 】

基 本 的 に は,F手 順 サ ポ ー トに 関 す る 定 義 追 加 で 移 行 可 能

一

望

ー

《移 行 時 の 留 意 点 》

● 一 関 連

一 フ ァ イ ル 転 送 環 境 定i義 追 加(DTS定 義)
-F手 順 サ ポ ー ト定 義 追 加(○ORDE× 定 義)

● 応 用 プ ロ グ ラ ム イ ン タ フ ェ ー ス

ー サ イ ク ル 番 号 通 知 域 の 変 更(2桁=>4桁)

● ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス

ー 状 態 監 視 機 能 の サ イ ク ル 番 号 拡 張(2桁 ⇒4桁)

A日RightsReserved,Copyright◎ 富 ゴ=遁巨杉試 …会8L1994
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「F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッ ケ ー ジ 」

製品概説書
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F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッケ ー ジ

製 品 概 説 書

1.ま え が き

F手 順 パ ソ コ ン 端 末 パ ッ ケ ー ジ は 、 財 団 法人 情 報 処 理 開発 協 会(JIPDEC)の 産 業情

報 化 推 進 セ ン タ ー(CH)に お い て 制 定 さ れ たrF手 順 」 に 準 拠 したEDIパ ッ ケ ー ジ で

す 。 本 製 品 は 、 国際 標 準 通 信 手順OSI(Ωpen旦ystemsInterconnection)のMAMま で

の 通 信 機 能 を搭 載 した 通信 ボ ー ド 「Super-OSI/F」 と フ ァ イ ル 転 送 シ ス テ ム(FTP:転

送管 理/運 用 管 理/セ キ ュ リ テ ィ管 理1障 害管 理 お よ び 転 送 制御 情 報 の 管 理機 能)に よ り

構 成 さ れ 、 市販 の パ ソ コ ン を利 用 して 簡 単 か つ 安価 にF手 順 に 準拠 し たEDI通 信 シ

ス テ ム を構 築す る こ とが で き ます 。

2.「F手 順 と は 」

F手 順 は 、OSIの フ ァ イ ル 転 送 サ ー ビ ス で あ るFTAM(FileTransferAccessand

巫anagement)を ベ ー ス に 開発 され た 、EDI(旦lectOronicpatalnterchange)に 適 用 で

きる 新 しい 通信 手順 で す 。

こ のF手 順 に よ っ て 、 既 存 の 業 界 標 準 通 信 手 順 が 抱 え て い たEDIの 進 展 に 伴 う さ

ま ざ ま な 問 題点 を解 決 す る こ と が で き ます 。 ま た 、OSIの 基 本標 準 や 機 能標 準 で は

カ バ ー し きれ な か っ た ユ ー ザ の 業務 領 域 も、 幅 広 く標 準化 し て い ます 。

通 産 省 は 業 界/業 種 で横 断的 にEDI環 境 を実 現 す・る 通信 基 盤 の 一 つ と してF手 順 を推

奨 して い ま す 。

3. 「F手 順 」 の 特徴

◇ 業 際EDIの 構 築

CHシ ン タ ッ ク ス ル ー ル な ど と の 組 合 せ に よ り、 幅 広 い 業 界 へ の 対 応 が 可 能 で

す 。

◇ 国 際標 準 プ ロ トコ ル の 採 用

OSIのFTAMを 採用 して い ま す 。 こ の た め コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ 、 機 種 を 問 わ

ず 相 互接 続 が 可 能 と な り ます 。

◇ ユ ー ザ の利 便 性 向上

既 存 の 業 界標 準手順 に加 え 、 主 要 業 界 の ニ ー ズ を取 り込 ん で い ます 。

◇ 高 速 ・大 容 量 デ ー タ転 送

ISDN(lntegrated旦ervices⊇igitalNetwork:サ ー ビス 総 合 デ ィ ジ タ ル 網)を 利 用 し

て 、 電 話 網 の26倍 の 速 度 で 手 軽 に利 用 す る こ とが で き ま す 。 ま た 、Bチ ャ ネ ル

回線 交 換 、B/Dチ ャ ネ ル パ ケ ッ ト交換 が 使 用 で き る た め 、 用 途 に 応 じて 回線 を選

択 す る こ とが で き ま す 。
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◇ シ ス テ ム 規 模応 じ た 運用

ホ ス トーホ ス ト間 、 ホ ス トーパ ソ コ ン問 お よ び パ ソ コ ンーパ ソ コ ン 問の デ ー タ交 換

が 容 易 に 行 え ま す 。

◇ 既 存 手順 か らの 移 行性

既存 手順 か らの 移 行 が 容易 に 行 え ます 。

4.、rF手 順 パ ソ コ ン 端 末 パ ッ ケ ー ジ 」 の 概 要

4-1.F手 順 パ ソ コ・ン 端 末 パ ッ ケ ー ジ の 構 成

UAP

ユ ーザ 業務 処 理(フ ァイル転送 業務)

UAP

ユ ーザ 業務 処理(フ ァイル転 送業務)

↑

1'

WindowsAPI

FAI(FTPア クセ ス イ ンタフ ェース)

FTPFTPを 含 む イ ンタフ ェース機 能

(フ ァイ ル転 送 シス テム)(フ ァイ ル転 送 シス テ ム)

⊥
FTAM

(INTAPの 実 装 規約 準拠)

OSIの 上位層 共通機能

通信 ボー ドに よる

FTAM機 能 の実 現

(Super'OSIIF)

OSIそ の他 の層

〈F手 順 の モ デ ル〉 〈F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッケ ー ジ 〉

↑

…
ジ

⊥
〈F手 順 パ ソ コン端末 パ ッケ ージの特 徴 〉

◇F手 順 のFTP機 能 をOSI7層 ボー ド「Super-OSI/F」 とイ ンタ フェー ス ソフ トで提供

◇ 新 しいパ ソ コ ン環 境(Windows)で 、 ソ フ トウェア ハ ウスが各 種業 界や特 定 ユ ーザ 向け にF手

順 をサ ポ ー トしたEDIの パ ッケー ジ を作 りやす くす るた め、FAIをWindowsAPIと して提 供

4-2.FAIをWindows用APIと して 提 供

◇ ビ ジ ュ ア ル で ユ ー ザ フ レ ン ドリ な ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が作 成 可 能。

-Windows化 に よ り操 作性 が 統 一 さ れ 、 誰 で も使 え る ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス

が 実 現 で き ま す 。

◇Windowsの マ ル チ タ ス ク機 能 に よ り帳 票処 理 とAP等 と組 み 合 せ て 高 度 なEDIが

実 現 可 能

一 帳 票 処 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ンや ワ ー プ ロ な ど、 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ

ラ ム の 実 行 中 に バ ッ ク グ ラ ウ ン ドで フ ァ イ ル 転 送 が で き ます 。

◇ 規 模 が 大 き な ア プ リ ケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム の 開発 が 可能

－MS -DOS環 境 に お い て は 、 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 使 用 で き る メ モ

リ空 間 に 制 限 が あ りま した が 、Windows環 境 で 使用 す る こ と に よ り、 こ の 制

限 が 無 く な り ま した 。
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4-3.OSIの 全 て の プ ロ トコ ル機 能 を通 信 ボ ー ドに搭 載

◇ 通信 プ ロ トコ ル の 知識 な し にF手 順 の ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を作 成 可能

→ プ ロ トコ ル の 知 識 を必 要 と しな い た め
、 ユ ー ザ ニ ー ズ に合 わ せ た 使 い 易 い

ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 作 成 に専 念 で き ます
。

◇ ノ ン プ リエ ン プ テ ィ ブ な マ ル チ タ ス ク環 境 で も通 信 に支 障 が起 こ ら な い

→Windowsは ノ ン プ リエ ン プ テ ィ ブ な マ ル チ タ ス ク で あ り
、 他 の ア プ リ ケ ー

シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 長時 間処 理 を 占有 して し ま う場 合 も あ り ます ♂ こ の 場 合

で も通信 ボ ー ドの フ ロ ー 制 御機 能 な ど に よ り通 信 に 支障 が お こ り ませ ん
。

4-4.標 準 プ ロ フ ァ イ ル の サ ポ ー ト

◇ ホ ス トコ ン ピ ュ]タ と対 等 な フ ァ イ ル 転 送 が 可 能 、 マル チ フ ァ イ ル 転 送/代 表 名

フ ァ イ ル 読 み 出 し等F手 順 の 高度 な 機 能 を利 用 し た ユ ー ザ ア プ リケ ー シ ョ ン プ

ロ グ ラ ム を 実現 可 能

→UAPを 作 り込 む こ と に4り
、 デ ー タ圧 縮 と端 末 か ら の 制 御機 能 以外 の 標 準 プ

ロ フ ァイ ル の 全機 能 をサ ポ ー ト可 能 で す
。
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5.F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッケ ー ジの 提 供機 能

機 能 サ ポ ー ト レ ベ ル 本 パ ッケー ジの

提供 機 能

(☆)分 類 項 目
標 準

プ ロ フ ァ イ ル

縮 小

プ ロ フ ァ イ ル

FTAM基 本機能 起動側機能

応答 側機能

デー タ圧縮

◎

◎

○

◎

○(傘)

○

☆

☆

⇔

乾送管理機 能 フ ァイ ル転 送・受信 基 本機 能

マ ル チ フ ァイ ル転送

代 表 名 に よる フ ァイ ル読 み出 し

ゼ ロ件 デ ー タ転 送

デ ー タ転 送 の 強制 中断

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

☆

☆

☆

☆

☆

運用管理機能

F

サイ クル管理

二重交換 防止

転送許可時間

送信 ・受信 ファイル状態確認

転送状態問合せ

処理履歴管理

送信 時の自動取上げ

受信 時のジ ョブ起動

転送終了後の ファイル処理連動

端末 か らの制御

プライオリテ ィ制御

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

O

O

O

○

◎

○

○(つ

O

O

O

O

O

O

O

☆(自動採番はUAP)

☆

☆

☆

☆

UAPで 作 り込み

UAPで 作 り込み

UAPで 作 り込み

UAPで 作 り込み

－

UAPで 作 り込み

セキ ュ リテ ィ機 能 起動側 識別

応答 側識別

起動 者の認証

ア クセス制御

セ キュ リテ ィログ

◎

◎

◎

◎

O

◎

◎

◎

◎

○

☆

☆

☆

☆

UAPで 作 り込み

障害管理機能 ファイル成立管理

障害処 理

再送処理

障害状態問合せ

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

☆

☆

☆

UAPで 作 り込み

(●)原則 サ ポ ー ト

一57一



6.適 用 回線

プ ロ フ ァイル

番 号
ネ ッ ト ワ ー ク 種 別

本 パ ッケー ジの対応

☆:対 応 △:対 応 可

TF.11 パ ケ ッ ト交換網 △(別 ボー ドで対 応 可)

TR22 回線交換網 －

TF.31 電話網 －

TF.41 専用回線網 －

TF.5111e) ISDN回 線 交 換 網(Bチ ャネル) ☆

TR5211 ISDNパ ケ ッ ト交換 網(BIDチ ャ ネル) ☆

TF.711 CSMA/CD方 式LAN △(別 ボー ドで対 応 可)

(*)F手 順 必須

7.イ ン タ フ ェ ー ス仕 様

転 送 制御 情 報 は フ ァ イ ル ベ ー ス の 情 報 と し、 ア クセ ス 用 のAPIを 提 供 して い ます 。

ま た 、 非 同 期 イ ン タ フ ェ ー ス の 実 現 の た め に 、Windowsが 標 準 で 提 供 す るDDEの

機 能 を採 用 して い ます 。 こ の た め 、FTPがDDEサ ー バ と な り、UAPは ク ラ イ ア ン

トと し て 使用 され ます 。

ま た 、F手 順 で 規 定 さ れ る フ ァ イ ル 名(フ ァ イ ルm[12桁]+サ イ ク ルID[4桁])を

DOSフ ァ イ ル に対応 づ け る た め の 仮 想 フ ァイ ル 操 作DLL*お よ び 、DOSフ ァ イ ル と

の 対 応 づ け ユ ー テ ィ リ テ ィ**を 提 供 し ます 。

傘傘 UAP(DDEク ラ イ ア ン ト)

仮 想 フ ァイ ル操作

ユ ー テ ィ リテ ィ

一 ー ー 一 一 ・Uu

81`

仮 想 フ ァイル操作1要 求発行1結 果取 得1転 送制御 情報 ア クセス
ユ 旦

DDEML コ ー ル パ フ ク

・ ・API▼ 関 数 ▼
1

1

=

1
/'＼
仮想 ファイル操作

＼DLLノ
(DDEM・ 〕/転 送制御情報'

＼アクセスDL㌧
印`

→
鴫 テ

問 魚

コ ー ルバ ッ クDDEML転 送 制 御 情 報

関 数API
▼

実 フ ァイル

FTP(DDEサ ー バ)

DLL

DDE

DDEML

ダイナ ミ ックリ ンク ライ ブ ラ リ(AP実 行時 に リンク され る ライ ブラ リ)

ダイナ ミ ックデ ー タ交換(Windowsの 提 供 す る プ[1セ ス 間通信機 能)

ダイナ ミ ックデ ー タ交換 管理 ライ ブ ラ リ(Windowsの 提 供 す るDLL)

8.FAIの 実 装 方 法

DDEMLを 直接 使 用 す る の はwindowsのDDE機 能 を 理解 して い る必 要 が あ る た め 、
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本 パ ッケ ー ジ で はAPIを 使 い 易 くす る た めDDLを 提 供 し ま す 。 ま た 、VisualBasic

か らFTPを 利 用 す る た め の カ ス タ ム コ ン トロ ー ル を提 供 しま す 。

イ ン タ フ ェ ー ス

分 類

イ ン タ フ ェ ー ス 名 型 本 パ ッケ7ジ で の 実装

転送制御情報

アクセス

相 手 情 報 ア クセ ス

フ ァ イ ル情報 ア クセス

転送 要 求 ア クセス

同期型

同期型

同期型

転 送制 御情 報 フ ァイル の デー タ構 造 を

規 定。UAPか らの参照 お よび操作 の操

作 の ためのAPI(DLL)を 提 供

要求発行 転送 開始要求(登録方式)

転送 開始要求(直接方式)

転送 キャンセル

ファイル状況問合せ

ファイル状況通知

転送状態問合せ

非同期型

非同期型

非同期型

非同期型

非同期型

同期型

イ ンタ フェー ス用C言 語構 造体 を規 定 。

Windowsが 標 準 で提 供 す るDDEMLを 使

用 し、 プロセ ス問通信 を行 う。UAPの

API(DLL)を 提 供。

結果取得 処理結果取得 非同期型

9.製 品構 成(基 本 セ ッ ト)

F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッケ ー ジの 製 品構 成 を以 下 に 示 しま す 。

①Super-OSI/F通 信 ボ ー ド(拡 張 ス ロ ッ ト挿 入用)

② ユ ー ザ ー ズ ・マ ニ ュ ア ル

③ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

・Windows対 応 デ バ イ ス ・ドラ イバ

・FTPソ フ トウ ェ ア

・サ ン プ ルUAPソ フ トウ ェ ア

④ISDN接 続 ケ ーブ ル(3m)

式

式

式

¶
⊥

寸
⊥

-
⊥

1式

10.技 術 サ ポ ー ト・サ ー ビ ス

技 術 サ ポ ー ト・サ ー ビ ス は 、F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッ ケ ー ジ を利 用 し て お 客様 独 自の

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム を作 成 ま た は改 造 す る こ を 目的 と した お 客 様 へ の 商

品 で す 。 本 サ ー ビ ス は ご契 約 後1年 間 の 有 効期 間 と な り ます 。 以 下 に そ の 構 成 を示

し ます 。

① ア プ リ ケ ー シ ョ ン作成 マ ニ ュ ア ル1式

パ ソコン上 におけるC言 語 でのアプ リケーション開発経験がある方 を対象に、 アプ リ

ケ ー シ ョ ンを作成 す るにあ た り必 要 となる基礎知識 、 用語 お よびFTPへ のイ ンタ

フェース方法 について記述 しています。

② サ ン プ ル ソ ー ス プ ロ グ ラ ム1式

サ ン プ ルUAPソ フ トウ ェ ア の ソ ー ス プ ロ グ ラ ム

③ 技 術 質 問 用 紙5枚
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11.定1価

製 品.名 定 価

1)F手 順 パ ソ コ ン端 末 パ ッ ケ ー ジ 152,000円

2)技 術 サ ポ ー トサ ー ビ ス 500,000円

12.そ の 他

本 パ ッケ ー ジ の 発 売 開 始 は 、 平成6年9月 か ら と な り ます 。

ま た 、 「.Super-OSI/F」 に つ い て は 、 別 途 「Super-OSI/F」 製 品概 説 書 を ご参 照 下 さ

いo

お問合せ 先

〒153 東 京 都 目黒 区 中 目黒 二丁 目1-23

(KDD研 究所 目黒 ビル 内)

株 式 会 社 オ ー エ ス ア イ・プ ラ ス 営 業 部

TEI」(03)3794-8400FAX(03)3760-4800
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日本ユニ シス株式会社





オフィスサーバ リ リーズ動の動向

オフィスサーバ 「シリーズ8」に見 る

オープンシステム化 対応 〈8>

オーブン化 ・高速化に対応した

ED1(電 子データ交換)プ ロタ外 群 を提供

企業 内 コン ピ ュータ化 の進展 、ネ ッ トワー クの 普及 によ り、異 な る企業 間で電

子的 に受 発注デ ー タ等の 交換 を行 い 、伝 票 レス で商取 引を 成立 させ るEDI(電 子

デー タ交換)が 活発 化す る様相 を呈 して き た.

EDIに よる取 引 を広範 囲に わた って推 進す る ため には 、異機種 間 接続/相 互 運

用性 、オ ープ ン 化 への 対 応 等が 重要な 課題 で あ り、同時 にISDN網 を活 用 したデ

ー タ伝送 の高速 化 および 経済 性等 がその 普及 の 鍵を握?て い る .〈 図1参 照〉

日本 ユ ニ シス で は 、EDI推 進に 要 請 され る こ うした要 件 を 、オ フ ィスサ ーバ

「シ リー ズ8」 上 で 実現す る ための ソ フ トウ ェアと して 、次の よ うな業界 標準 プ

ロ トコル の商 品化 を進め てお り、近 々に 提供 を 開始す る予 定で ある.

① 高 速 のISDN網 等 を 利 用 し 、基 本通 信プ ロ トコ ルと して 国際標 準のOSI(開

放型 シス テ ム間 相互 接 続)のMHS(電 子 メ ール機 能)を 採 用し た国 内標準通 信

手順rDPS10H手 順 システ ム 」

②OSIの フ ァイル 転送 プ ロ トコル であ るFTAMを ペ ース とした フ ァイル転 送手

順 「DPS10F手 順 システ ム 」

③EDlを 実 施す るた めの 標準 デー タ ・フ ォーマ ッ トに デー タ変 換す る業界 ビジ

ネス ・プ ロ ト=】ル 「DPSIOCtiト ランス レー タ 」
(VANセ ンター)

A社 ヒジネス・プロトコル
"神 社・砂t..・ ・.A社∴・已一"'～ τ・⊃

:穰 咋B社ビジネスプロトコル

=産llc社 ヒシネスカ トコル

。.麩,司 撫;1;1[

<図1>電 子データ交換の標準化

露 礁 一 ・・

A〔 ・恒 叩sべP

ば鵠 専瀬

標漫ビジネス
プロトコル

lSDN対 応の高速データ交換を実現する

通信手merDPSlOH手 順システム]

「H手順」は、通信回線として高速な

ISDN網 を利用 し、基本通信プロ トコル

として国際標準であるOSI/MHSを 採用

した国内標準通信手順である。

取引先とのデータ交換用通信手順とし

ては、従来から、JCA(日 本チェーンス

トア協会)が 定めたJCA手 順

(J手順)が あった。これは電

話回線の利用を前提としていた

ため、伝送速度が遅く、デ・一タ

量の増大への対応が問題となっ

てきた.そ うした中で、JCAは

ISDNの 登場を機に高速な通信

媒体に対応し、国際標準との整

合性を持つ手順と して新たに

「JCA-H手 順」を策定、通商

ト使 用に よるJCA手 順と の継続 性

日本 ユ ニ シス が提 供 す る 「DPS10H

手 順 シス テム 」は 、オフ ィスサ ーバ 「シ

リーズ8」 上 でH手 順の ホ ス トー ホス ト

間の 通信(H-P1)を サポ ー トした シス

テ ムで 、これ に よ りISDN網 等を利 用 し

てJCAデ ー タ交 換 フォー マ ッ ト等の 流通

取 引 の高 速な デー タ交換 が行 える 。

主 な特 徴は 次のと お り。

<図3>rDPS10Cl

DPSIO

1ト ラ ンス レー タ」の 機能

〈図2>rDPS10H手 順/F手 順 シ ス テ ム 」の 機 能
'"『

、 ・ パ ー':"「一・"rr
DPSIOH手 順システムifDPSIoF手 順システムlEDI通信 基盤

」-「 』`"1'『'「'τ' 、'　"-"・ ごr-》 ・・㌧'''"』'「 ㌧"`"一`嚇

,]椰 ラ顎陽 ∴._溢 漏 口・ 蒋罷β ,

羅 三繍 灘 一郭「'

A 湊熟
①従来から広く利用されているrDPS

10JCAパ ッケージ(1次 局/2次 局)」

と親和性を持つため、JCA手 順のシステ

ムか ら移行しやすく、共存して利用可能

である.

②ISDN網 と直接接続でき 、ISDNの 通

信能力を十分に活用できる.タ ーミナル
・アダプタが不要である.

③データの送信はコマンドにより提供

しているので 、送信アプ リケーション ・

プログうムの作成は不要である.ま たデ
ータの受信は システムが自動的に行い 、

受信後にあらかじめ登録されたジョブを

自動起動できる。これにより、容易に適

用業務システムを構築できる。

④OSIの ファイル転送プロ トコルであ

る 「F手順 」(後 述)と 混在して同時に

使用することが可能で、用途に合わせて

使い分けるζ二とができる。 〈図2参 照〉

大量のデータ交換に威力を発揮する

通信手順rDPS10F手 順システム」

応 用 層

♪㌔、.'・ ト:・「,.

ACSE、

i::1':'一')t>ti';r':"'7

訂 テごシヨン層 こ

)・・セッション● 塚

礫 省では ・これ を国内酷}桓 ジ・ポート層

「H手順」と命名した.

H手 順の特徴は次のとおり.

◇ISDN網 等を利用した高速
・ローコス ト通信

◇文字コー ドを意識しない透

過な通信による漢字データ等の

転送

◇MHS機 能による複数相手

への同一データの転送(メ ッセ
ージ同報通信)

◇ISDN閉 域接続によるセキ

ュリティの強化

◇JCAデ ータ交換フォーマッ

怜'、 ・wき㍉,-=

;ネ ットワ三ク層 ・

r三'"門 ∵・㌣

已 一ダ」浸 斑

1,物 馴 ㌃

:
適用回娼・`

..:1

ISDNで 利用できるEDIプ ロ トコルは

H手 順だけでなく、OSIの ファイル転送

プ ロ トコルであるrFTAM」 をベース

とする 「F手順」も可能である。

主な特徴は次のとおり.

*国 際標準のファイル転送プロ トコル

である「FTAM」 をペースとしている.

*既 存の業界標準手順の機能に加え、

主要業界のニーズを取 り込んでいる.

*ISDNや 専用線の利用で高速大容量

の転送が可能である。

*CIIシ ンタックス ・ルール(後 述)

等の標準フォーマットに対応している.

*既 存の業界標準手順か らの移行が容

易である。

日本ユニシスでは、このF手 順をオフ

ィスサーバ 「シリーズ8」 上でサポー ト
:'J',':『;4't・,'FTAM:三ぺ々 す る 「DPS10F手 順 シス テ ム 」を 提 供

　'…"":'''"iす る
。

MHS, そ の主 な特徴 は次の とお り
.

①F手 順 シ ステム の システ ム生 成に お
.㌧"い て

、 システ ム生成プ ロ グラ ムを提 供 し
DPSIOOASP/OSSPシ ステム(注)て い る 。生 成情 報をあ らか じめ プ ログ ラ

ひ薄 騨 漂 興 睾 ム ・コントロール言語で定義できる・

鰹 控 壁 烈 日 ②ユーザ ・インタフェースとして・ユ遮誤 瞬
覇 溺 一ティリティ ・コマン1・とPll.・C・B・

　 灘 　 　 ㏄い る.こ れに より ジョフ コマ ン ド言語 で

PH、COBOLで アプ リケ ーシ ョ ン ・プ

ログラ ムを作 成で きる.

③ 転送 処理 に関す る処 理履 歴や シ ステ

ム ログ を編集 表示/印 字 す るユ ーテ ィ リ

テ ィを 提供す る.ま た 、この ユー テ ィ リ

(注)DPSlOOASP/OSSPシ ステム=OSIの 共通基本機能をサポート テ ィに は検索 機能 があ り ・情 報の 絞 り込
するもの。下位層としてはWAN/LANの 両方にヌ寸応している。 み を行 うこ とがで きる.

相手針口樋

または

VANセ ンター

共通データ・フォーマットに変換する

ビジネス・プロ トコル
rDPS10Cllト ランスレータ」

EDIに よる 異機 種間 デ ーーータ交 換 に当 た

って 、共 通す るデ ー タ ・フォ ーマ ッ トに

変 換す る ビジネ ス ・プ ロ トコル(デ ー タ

表 現 方 法)がCIIト ラ ン ス レー タ であ

る.〈 図3参 照〉

ビジネス ・プ ロ トコル は 、これ までも

各 業種 こごと 、ま7とは 各社が 独 自に開 発 ・

運 用 してきた が 、異業 種 ・異企 業間 の オ

ンラ イン取引 の 普及に 伴い 、ビジネ ス ・

プ ロ トコルの 標準 化が 進め られ てい る.

業 界 ・業際EDIの ビジネ ス ・プ ロ トコ

ル として は 、日本情 報処理 開 発協会 産 業

情 報化 推 進 セ ンター(JIPDEC・CII)

が 中 心 にな って 開 発 したCIIシ ンタ ック

ス ・ル ール があ る 。これ は 、わ が国 のE

DIに 適 合 す るよ う 使用 可 能文 字 セ ッ ト

と 通信 システ ムを 特に 考慮 した 体系 とな

ってお り 、EDIを 推進 する 場合 の有 効な

仕 様で ある.

CIIト ラ ンス レー タは 、このCIIシ ン

タ ックス ・ル ールに 基づ いて デー タ変 換

を 行 う トう ンス レ一 夕で ある 。

オ フィス サ ーバ 「シ リーズ8」 上 でサ

ポ ー トす る 「DPS10CIIト ラ ンス レー

タ」 は 、使用 す る標準 ビジネ ス ・プ ロ ト

コル/標 準 メ ッセー ジ登 録お よび 標準 メ

ッセ ー ジと 、ユ ーザ が作成 す るデ ー タと

の対 応の 設定等 、運 用管 理機 能に よる 設

定処 理機 能を 持 って お り 、こ れに よ り 、

容易 にED1を 開始す る ことが でき る 。

また 「DPS10CIIト ラ ンス レーータ 」

には 、標 準 ビジネ ス ・プ ロ トコル と して

採用 ずる 業界標 準 メ ッセ ー ジを 登録/更

新す る機 能も 提供 してい るた め 、新た な

業界 標準 ビジネス ・プ ロ トコルの 追加 が

必要 にな った 場合 にも 登録/更 新が 可能

であ る 。

主 な特 徴は 次の とお り 。

◆EDIに 必 要な定 義情 報の 設定 を行 う

運用 管理 機能 を提 供 してい る.(使 用 す

る業 界標 準 メッセ ー ジの 登 録簿を 行 う)

◆JIPDEC・CIIの 定 めたrCII推 奨

トラ ンス レー タ基 準 」を満 たして い る 。

◆ユ ーザ ・プ ログラ ムで は 、送 信/受

信 に使用 す るロー カル ・フ ァイ ルの 形式

/項 目の みを 意識 して シス テム を構 築で

き る 。

◆伝 送シ ステ ム(実 際の デー タを 転送

を 行 う部 分)に は 、rDPSIOF手 順 シ

ステ ム 」ま た は 「DPS10全 銀 協標 準 手

順 伝送 シス テム 」を使 用す る.

なお 、シリーズ8の 木材 ・建 材販 売 管

理 シス テム 「HOMIS-8」 では 、本CII

トラ ンス レータ対 応 が用意 さ れてい る 。
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'「OSHIBA

■商取 引デー タ交換 にお ける標準化 の動 き

● 業界毎 のEDI普 及 ・推進が 活発化

(通産省 に よ る基準 作 リ)

● 国際標準機 関 による国際 的標準化 活動 の推進

◇
帳票形式 を含めた規約化の動 きが加速

EDlの 時 代 の到来

EDI(ElectronicDatalnterchange=電 子 帳 票 デ ー タ 交 換)

SYSTEMS

Copyright(C)1994TOSHIBAcorporatiohAllRightReserved.
剖1NTEGRATION

SERVICE
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'『OSH■BA

日PovverEDIiと は 、

・企 業 間 で や り取 りさ れ る商 取 引 デー タを蓄 積 交 換 します 。

さ まざ まな 通 ≡ 帷 順 を サ ポ ー トし、 と'

、
企 … 日

との デ ー タ交 換 を実 現 します 。

・蓄 積 した デ ー タ を相 手 先 企 業 に応 じて フ ォー マ ッ ト変 換 します 。

云票 形 式 や デ ー タ コー ドが 里 な る企 … 臼に お いて も

■
デ ー タ 交 換 を実 現 します 。

Copyright(C)1994TOSH旧AcorporatlonAllRightReserved.
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'『OSHIBA

●24時 間 稼 働 環 境 を 提 供

●EDI標 準 の ひ とつ で あ るCHト ラ ン ス レー タ を 組 み 込 み 可 能

● 全 銀(ベ ー シ ッ ク/パ ー ソ ナ ル),JCA手 順,JCA-H★,F手 順 ★,

MHS88★ を 同 時 サ ポ ー ト

'

● 公 衆 網,専 用 線,iNS-C,DDX-C回 線 を 同 時 サ ポ ー ト

● ア プ リケ ー シ ョ ン イ ン タ フ ェ ー ス(APり を 提 供

tg5!4以 降 サ ポ ー ト

Copyright(C)1994TOSHIBAcorporationAllRightReserved.
s咄 麗罐TI。N
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'『OSHIBA

CIIト ラ ン ス レー タ(オ プ シ ョ ン)を 組 み 込 む こ と に よ り

EDIの 国 内 標 準 で あ るCll標 準 フ ォー マ ッ トで の デ ー タ

変換が可能

注)Cll(Centerforthelnformatizationoflndustry)

→(財)日 本 情 報 処 理 協 会 産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー

Copyright(C)1994TOSHIBAcorporationAllRightReserved.
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± 一

!

システム稼働 中 ●

「

運用 日付 と保存 日数 を基 に、保管切れ デー タを削除

ハ ー ドウ ェ ア を 増 設 、 変 更 可 能

Copyright(C)1994TOSHIBAcorporationAl|RightReserved.
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'『OSHIBA

下記 の機 能 を画 面 で提供 。全 てオ ンライ ン中 に

オペ レー シ ョンが可 能。

・回線 の登録/変 更/削 除

・通信 相手 先情 報 の登録/変 更/削 除

・運用 スケ ジ ュー ルの登録/変 更/削 除

・ア プ リケー シ ョン ・プログ ラムの登録/変 更/削 除

・回線 、集配 信 デー タの状況照会

・稼働 記 録 、通 信記 録の照会

・保管切 れ フ ァイル のク リー ンア ップ

Copyright(C)1994TOSHIBAcorporationA1|RightReserved.
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1 監視!通 知
`

4

稼働記録出力先
1障 害検知1

復 旧可能?↑
障害通知

NO
稼働記録

プ ロセ ス

YES
、

I

l運 用者 による復 旧
1

復旧処理
復旧一

A

ア ラー ム 制 御

プ ロセ ス

1

i
-1

1
〉障害復旧通知

ピ
処理の再開

1

ア ラ ー ム

●障害管理

各 プ ロセ スの監視 を行 い障害 を検知 し、該 当 プ ロセスの

自動復 旧、障害 通知 を行 い ます 。

処 理 プ ロセ ス

障 害

・プ ロセ ス障 害

・ポ ー ト障 害

そ の 他

＼

・ プ ロ セ ス

・ポ ー ト

そ の 他
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'「OSHIBA

メ ー カ

発注

・"'舗

メー カ

発注 倉庫会社
現品

公 衆 回線 ・専 用 線 ・INS-C・DDX-C

i

PowerED'

9煕s,・ti;、

HUB

バ ッチサーバ

HUB
本 店DB

サーバ
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発注
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PC PC PC
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HUB

■

アプ リケー

シ ョンサーバ

PC PC PC
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サ ー1
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LL、 占 」∨一 へ 馳、

公 衆/専 用 線/iNS-C

TCP/IPLAN

DDX-C
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国 司 ・UXシ リー ズ(UX3・ …UX5…)
・MEM=256MB以 上(推 奨512MB)

・HDD:IGB以 上(推 奨1.5GB)

・Solaris2 .3以 上

通 信FEP ●TP90シ リー ズ(TP90/4XX以 上)

(DDX・C回 線 使 用 時 に必要)

圏 ・ パ ソ コ ン(特に離 不問)・UNIxワ ー ク ステ ー シ ョン

Copyright(C)1994TOSH旧AcorpOrationAIIRightReserved.
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F手 順 製品の御案内

弊社 で は、来年 上期 末 を目処 にF手 順 パ ッケ ージの製 品化 を計 画 中です。

現在 、開発 中のF手 順 パ ッケー ジについて御 案内致 します。

1製 品 概 要

製 品名 称:OKI-EDI/F(仮 称)

サ ポ ー ト予 定F手 順 プ ロ フ ァイル:標 準 プ ロ フ ァ イ ル'

FTAMバ ー ジ ョン:INTAPV2準 拠

出荷 予 定 時 期:平 成7年 上期 中

対 応 ハ ー ドウェ ア:OKITAC/9000700シ リー ズ(WS)

OKITAC/9000800シ リ ー ズ(サ ー バ)

対 応OS:HP-UX9版

対 応 ネ ッ トワー ク ニDDX-P、 専 用 線 、LAN(802.3)

API:FAI相 当 のAPIをC言 語 バ イ ン ドで提 供

製 品価 格:未 決 定(予 定 価 格700シ リーズ50万

800シ リーズ60万 ～400万)

2製 品構 成

OKI-EDI/F(仮 称)を 使 用 す る場 合 に は 、 以 下 の パ ッケ ー ジ を合

わ せ て使 用 します(OKI-EDI/Fと は別 売 り)。

製品名 700シ リー ズ価 格 800シ リー ズ価 格

OTS/9000 28万 39万 ～l!7万一－

STREAMS 2万 3万

X.25Link 43万 85万

*800シ リー ズ は 、 モ デ ル に よ り価 格 が 異 な ります

*X.25Linkは 、 ネ ッ トワー ク と してDDX-P、 専 用 回線 を使 用 す る

場 合 に必 要 で す。
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OKI-EDI/F(仮 称)の 位 置付 け を下 図 に示 しま す 。

ン
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-
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A
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F
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OKITAC/9000シ リーズ

OKf-EDI/F(仮 称)は 、OSIの 第5層(セ シ ョ ン層)、 第6層

(プ レゼ ンテ ー シ ョン層)、 第7層(ACSE、FTAM)及 びFTPの 処 理

機 能 を有 します。

APIと して は 、F手 順 で 制 定 され て い るFAI(FileAccess

Interface)に 準 拠 したC言 語 バ イ ン ドを提 供 致 します 。API上 に

柔軟 なユ ー ザ ア プ リケ ー シ ョンの構 築 が 可 能 とな ります 。
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F手 順製品化予定
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F手 順製 品化予定一覧(1/3)
平成6年9月29日 現在

メ ー カ 名1分 類1機 種1出 荷 予 定 時 期1ベ ースFT姐バージョン1製 品 名1標 準価格(万 円)1備 考

日本電気
　

ボス}コンピュータ ACOS-2系 H5.11月(1川 一ス中) V2
CCSI[/OSI

約350

ACOS-4系 H5.5月(1川 一ス中) V2 約500～

ワークステーション EWS4800シ リーズ

UP4800シ リーズ

時期未定(予定有) V2 FTAM ～50 FT姐(V2)はH6.2月 に

リリース済

オフコン S7200シll－ ズ 時期未定 V2 一 未決定

パソコン 一 一 一 一 一 ユーザニーズ考慮 し検討中

日立製作所
ホストコンピュータ Mシ リー ズ

VOS3(H5.11月llリ ース)

VOS1/ES2

(～H7.2月)

V1,V2
VOS3XFIT/OSI-F
VOS1/ES2XFIT/

FTAM

約2/月 ～30/月

(レ ンタル価格)

価格は機種により変
動

ワークステーション 3500,3050RX 時期未定 }
一 一

FTAM(V1,V2)に つ い

て は 本 機 種 で1川 一ス中

オ刀 ン Lシ リーズ 時期未定 一 一 一 FTAM(V1)に ついては

本機種で リリース中

パソコン FLORAシ リーズ 時期未定 一 一 一 流通プロダク トの適

用を検討中

三菱電機 ホストコンピュータ EX/GOSシ リーズ 時期未定 一 一 一

ワークステーション MERISCシ リーズ 時期未定 一 一 一

オフコン MELCOM80 H5.11月(リll－ ス中) V1,V2 DPS10F手 順 システム 50～100 通信 ボード+FT肺F手 順

で セ ッ ト販売

パソコン MAXYシ リーズ

apricotNoteシ リーズ

時期未定 未定 一 未決定 FTAMボードにつ いて は

35万 円で供給可能

※標準価格 は各分類毎に以下のとお りです。

① ホストコンビ・一夕 … …rFTAM」 及 び 「F手 順 」 の セツ}価 格

② ワークステーション ま た は オフコン … …rlSDNド ライバ装 置(不 要 な 場 合 は 除 く)」,rFTAM」 及 びrF手 順 」 の セツ}価 格

③ パソコン … … 「拡 張 ボード(ISDNボ ード等)」,rFTAM」 及 びrF手 順 」 の セット価 格



平成6年9月29日 現在

1

誌

1

メ ー カ 名1分 類1機 種1出 荷 予 定 時 期1ベ ースFT姐バージョ別 製 品 名1標 準 価格(万 円)L備 考

富士通
叔 トコンピ亡 タ Mシ リーズ H6.3月(1川 一ス中) V2 ・CORDEXV12L10

・DTSVIlL20

・100～500

(一 括支払)
・5/月 ～40/月

(レ ンタル価格)

・価格は機種で変動

・当面は製品発表を

行わず、特定ユーザ
への個別対応実施

サーバ/

ワークステーション

FMGシ リーズ 計画なし 一 一 一

DS/90シ リーズ 時期未定 V2 一 未決定 FTIW(V2)に つ いては

本機 種で リリース中

オフコン Kシ リーズ

SX/Gシ リーズ

DS/90シ リーズ
時期未定 V2 一 未決定

FT姐(V1,V2)に つ い

て は本機種で リリース中

パソコン FMRシ リーズ 時期未定 一 一
未決定 FT姐(V1)に っ いては

本 機種 でリリース中

その他 SURESYSTEM2000 時期未(H7年 度～) V2 CORDEX/E,DTS 未決定 フォールト1レーラン1システム

オーエスアイ・プラス パソコン ・IBMPC/AT互 換 機

・NECPC98シ リーズ

(準 備 中)

～H6 .9月1日 V2 F手 順パ ソコン端末
パ ッケージ

15.2 MS-Windows3.1対 応

日本ユニ シス ホストコンピュータ 2200シ リーズ,Aシ リーズ 時期未定 一 一 未決定

ワークステーション

U6000シ リーズ ～平成7年 末 一 一
未決定

USフ ァ ミリ 時期未定 一 一 未決定

オフコン シ リーズ8 ～H6 .9月 V2 DPS10F手 順 システム 未決定

パソコン PW2 時期未定 一 一 一

一

※標準価格 は各分類毎 に以下 の とお りです。

①ボス}コンビ・一夕 ・rFT姐 」及 びrF手 順 」のセツ1価格

②ワークステーション また は オフコン……rISDNド ライバ装 置(不 要 な場 合 は除 く)」,rFT姐 」及 びrF手 順」 のセツ}価格

③パソコン 「拡張 ボード(ISDNボード等)」,rFT姐 」及 びrF手 順 」のセット価格
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F手 順製 品化予定一覧(3/3)
平成6年9月29日 現在

メ ー カ 名1分 類1機 種1出 荷 予 定 時 期1ベ ースFT姐バージョン1製 品 名1標 準価格(万 円) 備 考

東芝 ワークステーション ASシ リー ズ H6年 度以降 V2 一 未決定 H7年度開発予定

オフコン UXシ リー ズ H6年 度以降 V2 } 未決定

TP90シ リー ズ H6年 度以降 V2
一 未決定

パソコン J-3100 時期未定
一 一 一 ユーザ要求 時に は、サー

ドパーティ対 応にて対処

沖電気
ワークステーション OKITAC9000

(700シ リーズ)
～H7 .9月 V2

OKI-EDI/F

(仮称)

80～120

価格 は現時点の予定
であり、変動する可

能性があ ります。

100～600オフコン

ifServerシ リーズ

OKITAC9000

(800シ リーズ)

パソコン ifStationDEシ リーズ

時期未定
(H7年度上期末を目

標に開発予定)

V2

一

50～100

縮小プロフィルをサ
ポー ト予定

日本IBM 叔}コ ンピュータ ES/9000 時期未定 V2
一 未決定

ユーザニーズに より製品化

可能
ワークステーション RS/6000,PS/55 時期未定 V2

一 未決定

オフコン AS/400 時期未定 V2
一 未決定

パソコン PS/55,PS/V 時期未定 V2
一 未決定

※標準価 格 は各分 類毎 に以下 の とお りです 。

①ホストコンビ・一夕 ・・…・rFT姐 」及 びrF手 順 」 のセツ1価格

② ワークステーション また は オフコン… …rISDNド ライバ装 置(不 要 な場合 は除 く)」,rFT姐 」及 びrF手 順 」のセット価格

③パソコン …… 「拡張 ボード(ISDNボード等)」,rFT姐 」及 びrF手 順」 のセツ}価格

」
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